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平
成
１８
年
度
年
次
晩
餐
会

名
古
屋
に
て
開
催
さ
れ
る

１２
月
２
日
、
初
の
地
方
開
催
と
な
る

年
次
晩
餐
会
が
、
東
海
支
部

（和
田
豊

司
支
部
長
）
の
協
力
の
も
と

「ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン

ナ
ゴ
ヤ

キ
ャ
ッ
ス
ル
」
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
４
３
５
名
が
出
席

し
た
。

会
場
の
前
で
、
ま
ず
目
に
つ
い
た
の

は
、
金
の
シ
ャ
チ
ホ
コ
で
有
名
な
名
古

屋
城
。
名
古
屋
と
い
う
土
地
を
否
が
応

で
も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
ベ
ス
ト
ス
ポ

ッ
ト
で
の
開
催
は
、
何
と
も
心
憎
い
。

会
場
に
設
け
ら
れ
た
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
東
海
支
部
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
あ
る
「猿
投
の
あ
ら
ま
し
（猿
投
の
森

の
会
発
行
）」
や
、
カ
ジ
タ
ッ
ク
ス
製
の

金
の
ピ

ッ
ケ
ル
が
目
を
引
い
た
。

「初
の
地
方
開
催
と
な
る
今
回
の
晩
餐

会
は
、
私
た
ち
支
部
を
あ
げ
て
の
手
作

り
で
す
。
支
部
員
と
会
友
合
わ
せ
て
８０

人
ほ
ど
の
協
力
を
得
て
、
約
１０
カ
月
を

か
け
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
マ
ス
タ
ー
は
、

す
べ
て
、
東
海
支
部
の
会
員
が
担
当
し

ま
す
。
作
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
部

か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
み

ん
な
張
り
き
っ
て
い
ま
す
」
と
事
務
局

長
の
佐
野
氏
は
語
っ
た
。

定
刻
に
な
り
、
い
よ
い
よ
会
場
へ
。

な
ん
と
、
雄
大
な
高
原
を
彿
彿
さ
せ
る

ア
ル
ペ
ン
ホ
ル
ン
の
生
演
奏
に
誘
導
さ

れ
な
が
ら
の
入
場
で
あ
る
。
演
奏
す
る

の
は

「大
桑
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ
」
、

大
桑
村
で
育

っ
た
ク
ラ
ブ
だ
と
い
う
。

次
に
、
「東
海
学
園
交
響
楽
団
」
（高
校

生
）
に
よ
る
生
演
奏
で
あ
る
。
雪
山
讃

歌
に
は
じ
ま
り
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲

第
４
番
第
３
、
第
４
楽
章
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
響
い
た
。
晩
餐
会
で
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
生
演
奏
―

な
ん
と
優
雅
な
こ

と
か
…
…
。
こ
の
２
つ
の
生
演
奏
に
感

動
し
た
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
特
筆
す
べ
き
は

「
ロ
ー
ツ

ェ
Ｂ
Ｃ
と
の
生
中
継
」
で
あ
る
。
会
食

の
団
ら
ん
中
に
、
そ
の
交
信
が
突
然
入

っ
た
。
会
場
前
面
に
設
け
ら
れ
た
大
き

な
パ
ネ
ル
に
は
、
田
辺
治
隊
長
率
い
る

冬
期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
山
隊
の
、今
、
ま

さ
に
挑
ん
で
い
る
千
田
敦
司
隊
員
の
顔

が
映
し
出
さ
れ
た
。会
場
に
は
「オ

ッ

ー
」
と
い
う
歓
声
と
、
拍
手
が
起
こ
っ

た
。
５
２
０
０
際
川
地
点
か
ら
の
映
像
と

声
は
、
会
場
に
興
奮
と
感
動
を
与
え
た
。

「う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
、
未
知
な
ん

で
す
。
う
ま
く
い
っ
て
く
れ
る
と
い
い

の
で
す
が
…
…
」
と
、
こ
の
企
画
を
不

安
気
に
話
し
て
い
た
関
係
者
の
安
堵
の

顔
が
よ
ぎ

っ
た
。

地
方
開
催
の
狙
い
は
、
支
部
の
活
性
　
１

化
、
晩
餐
会
出
席
の
誘
導
な
ど
に
あ
る
、
国

と
平
山
会
長
は
挨
拶
で
述
べ
て
い
た
。

支
部
の
特
徴
を
生
か
し
、
思
考
を
凝
ら

し
た
新
鮮
な
試
み
の
数
々
、
支
部
員
の

更
な
る
団
結
、
本
部
と
の
連
携
プ
レ
ー

な
ど
、
山
岳
会
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を

刻
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
。

最
後
に

「こ
れ
ま
で
晩
餐
会
に
出
席

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、
今
回
か

か
わ

っ
て
み
て
思

っ
た
こ
と
は
、
本
部

の
晩
餐
会
も
見
て
み
た
い
」
と
い
う
東

海
支
部
会
員
の
声
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

（晩
餐
会
の
詳
細
な
報
告
は
、新
年
１
月

号
に
掲
載
）（取

材
と
文
＝
奈
良
千
佐
子
）
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５０
年
目
に
か
け
た

２
年
越
し
、
マ
ナ
ス
ル
登
頂
の
夢

昨
年
春
、
日
本
山
岳
会
の
創
立
１
０

０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
事
業
委
員

会
主
催
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
を
組
織
し

出
か
け
た
。
だ
が
、
想
像
以
上
の
大
雪

に
阻
ま
れ
て
敗
退
。
そ
こ
で
初
登
項
５０

周
年
と
な
る
本
年
、
先
輩
諸
氏
の
偉
業

の
山
、
あ
こ
が
れ
の
頂
へ
と
再
度
有
志

が
集
い
、
日
本
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
２
０

０
６
を
結
成
、
秋
に
再
起
を
期
す
こ
と

と
な
っ
た
。
渡
航
期
間
は
９
月
３
日
か

ら
４３
日
間
、
登
山
活
動
は
９
月
Ｈ
日
か

ら
１０
月
５
日
の
２５
日
間
で
あ
る
。

ア
タ
ッ
ク
実
働
は
ベ
ー
ス
か
ら
項
上

往
復
が
５
日
間
、
中
間
キ
ャ
ン
プ
は
３

つ
と
い
う
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
。
隊
は
、
先

行
隊
（日
本
マ
ナ
ス
ル
ガ
イ
ド
登
山
隊
ｏ

山
本
篤
隊
長
）
と
の
話
し
合
い
で
ル
ー

ト
エ
作
を
省
け
る
利
点
を
甘
受
、
酸
素

ボ
ン
ベ
の
助
け
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

１０
月
１
日
に
隊
長
の
私
と
小
川
武
（６４
）
、

山
梨
柾
巳

（６５
）
両
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ

５
名
が
無
事
登
項
を
果
た
し
た
。

９
月
８
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
て
サ

マ
村
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
到
着
。
９
月
Ｈ

大
蔵
喜
福

日
、
約
１０
キ

ロ
の
登
行
で
４
８
６
０
い
川
の

Ｂ
Ｃ
入
り
。
全
員
、
調
子
が
よ
く
、
標

高
差
１
３
０
０
際
川
地
点
に
７
時
間
で
到

着
。
雨
の
中
、
テ
ン
ト
設
営
に
苦
労
す

る
。
Ｂ
Ｃ
に
は
日
本
隊
が
２
隊
、
フ
ラ

ン
ス
隊
が
１
隊
、
混
成
部
隊
が
１
隊
で
、

合
計
４
隊
と
盛
況
だ
。

９
月
１４
日
、
雨
の
合
間
を
ぬ

っ
て

我
々
登
山
隊
の
プ
ジ
ャ
（安
全
祈
願
祭
）

を
行
な
う
。　

１５
日
よ
り
、
荷
上
げ
と
高

所
順
応
の
た
め
、
Ｃ
ｌ

（５
７
３
０
肝
）

周
辺
ま
で
の
行
動
な
ど
の
予
定
を
こ
な

す
。
天
気
は
そ
の
後
、
毎
日
、
曇
り
～

雨
～
み
ぞ
れ
～
雪
～
曇
り
の
繰
り
返
し

で
、
時
々
晴
れ
間
。
朝
６
時
の
気
温
は
、

０
～
１
度
Ｃ
ほ
ど
。

１７
日
、
朝
か
ら
初
め
て
の
快
晴
、
Ｃ

ｌ
へ
の
荷
上
げ
を
す
べ
て
終
了
。
あ
と

は
Ｃ
２
、
Ｃ
３
ま
で
ル
ー
ト
を
延
ば
し
、

荷
上
げ
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
Ｃ
ｌ

ま
で
の
ル
ー
ト
は
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
モ
レ
ー

ン
の
ガ
レ
を
約
５０
分
登
り
、
水
流
の
あ

る
岩
場
を
越
し
、
バ
ン
ド
上
の
ガ
レ
を

右
上
し
て
、
マ
ナ
ス
ル
氷
河
に
下
る
。

．，選
曇
■

ナ
イ
ケ

・
コ
ル
ま
で
は
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ

ス
が
１０
カ
所
ほ
ど
あ
り
油
断
で
き
な
い
。

ビ
レ
ー
を
と
り
な
が
ら
の
行
動
で
も
、

慎
重
に
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
途
中
、

岩
場
や
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
懸
垂
氷
河

に
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
６
本
使
用

し
た
。

１８
日
、
全
メ
ン
バ
ー
が
Ｃ
ｌ
往
復
に

出
る
が
、
ナ
イ
ケ

・
コ
ル
手
前
の
ス
ノ

ー
ブ
リ
ッ
ジ
に
て
南
井
英
弘

（７１
）
隊

員
が
踏
み
外
し
、
約
６
房
、
頭
か
ら
落

下
し
た
。
山
梨
の
ビ
レ
ー
と
、
ク
レ
バ

ス
内
の
吹
き
だ
ま
り
に
止
ま
る
。
唇
と

額
に
傷
を
負
う
が
事
な
き
を
得
た
。
シ

ェ
ル
パ
は
１９
日
か
ら
Ｃ
２

（６
７
９
０

房
）
設
営
に
向
け
て
の
荷
上
げ
に
向
か

い
、

２０
日
に
Ｃ
２
設
営
完
了
。

２１
日
、
こ
の
日
も
シ
ェ
ル
パ
の
大
活

躍
で
７
４
５
０
際
川
に
Ｃ
３
の
荷
物
が
上

が
る
。
だ
が
、
天
気
は
２１
日
午
後
よ
り
、

２５
日
の
午
後
ま
で
雨
、
み
ぞ
れ
、
雪
と

降
り
続
く
。
そ
の
間
、
下
部
ル
ー
ト
の

フ
ィ
ッ
ク
ス
整
備
に
出
る
。

２６
日
に
晴

れ
間
が
の
ぞ
き
、

２７
日
は
快
晴
と
な
り
、

ナ
イ
ケ

・
コ
ル
を
渡
る
ツ
ル
を
知
ら
さ

れ
る
。
当
初
の
予
定
通
り
、

２８
日
に
隊

員
全
員
が
ア
タ
ッ
ク
に
向
か
い
、
高
度

差
約
９
０
０
肝
、
歩
行
距
離
７
キ

ロ強
、

８
時
間
か
け
て
Ｃ
ｌ
入
り
。

快
晴
が
続
く
２９
日
、
Ｃ
２
へ
向
か
う

が
、
南
井
が
体
調
不
良
、
鈴
木
昭

（６８
）
、

三
原
洋
子
（６５
）
の
両
隊
員
も
途
上
で
り
　
２

タ
イ
ア
し
た
。
残
り
の
３
名
は
、
非
常
　
目

に
複
雑
で
危
険
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯

を
フ
ィ
ッ
ク
ス
６
本
を
使
用
し
、
先
行

隊
が
設
置
し
た
ラ
ダ
１
３
カ
所
を
あ
り

が
た
く
使
用
さ
せ
て
も
ら
い
、

１６
カ
所

の
ク
レ
バ
ス
を
通
過
し
た
。
標
高
差
約

１
０
０
０
浮
川
強
、
約
５
房
を
１０
時
間
か

け
て
Ｃ
２
入
り
す
る
。

３０
日
に
、
項
上

プ
ラ
ト
ー
北
端
に
突
き
上
げ
る
ス
ノ
ー

リ
ッ
ジ
に
沿

っ
て
直
上
、
上
部
で
リ
ッ

ジ
を
ま
た
ぎ
左
雪
面
よ
り
右
上
し
て
Ｃ

３
へ
。
歩
行
距
離
約
６
キ
ロ、
高
度
差
６

５

５

房

。

ア
タ
ッ
ク
日
は
、
予
定
ど
お
り
１０
月

１
日
。
午
前
５
時
前
後
に
２
隊
に
分
か

ri鑢嵐 ・
'

マナスル登項の上部ルー ト (撮影 :大森弘一郎)
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れ
て
出
発
。
雪
面
は
ク
ラ
ス
ト
し
た
堅

い
面
と
、
踏
み
込
む
と
粗
目
の
ラ
ッ
セ

ル
部
と
の
ミ
ッ
ク
ス
で
歩
き
づ
ら
い
。

項
上
方
向
か
ら
太
陽
が
顔
を
出
す
と
、

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
、
学
生

達
が
２９
日
に
登

っ
た
パ
ン
バ
リ

・
ヒ
マ

ー
ル
や
ヒ
ム
ル
ン
の
山
群
が
、
雲
ひ
と

つ
な
い
快
晴
の
下
に
見
渡
せ
た
。
気
温

マ
イ
ナ
ス
ー９
度
Ｃ
と
比
較
的
暖
か
で
、

時
折
の
突
風
を
除
く
と
無
風
快
晴
。
緩

や
か
な
段
を
三
つ
越
え
る
と
頂
上
が
は

っ
き
り
と
見
え
、
イ
ー
ス
ト
ピ
ナ
ク
ル

が
眼
下
に
な
っ
た
。

項
上
へ
は
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
２
本
張

り
な
が
ら
午
前
１０
時
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ

登
項
。
頂
上
は
東
側
に
雪
庇
が
大
き
く

張
り
出
し
、
ス
ノ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ

っ
て
お
り
、
春
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
た
。
体
調
万
全
の
小
川
隊
員

は
不
安
を
与
え
な
い
歩
み
で
、
２
年
越

し
の
憧
景
の
項
に
、
山
梨
隊
員
は
ゆ
っ

く
り
だ
が
確
実
な
歩
み
で
涙
の
登
頂
へ
。

隊
員
と
共
に
５
名
の
シ
ェ
ル
パ
も
登
項

し
た
。
頂
上
で
は
、
衛
星
電
話
を
か
け

る
な
ど
約
４０
分
滞
在
。
登
項
の
感
動
も

そ
れ
ぞ
れ
で
、
心
に
響
く
５０
年
目
の
秋

と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｃ
２
へ
３
時
間
で
下
山
。

翌
２
日
に
は
Ｂ
Ｃ
へ
下
山
し
た
。
こ
う

し
て
、
２
年
越
し
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ナ

ス
ル
は
終
わ
っ
た
。

マ
ナ
ス
ル
は
、
雪
崩
と
ク
レ
バ
ス
の

危
険
を
伴
う
山
だ
。
そ
の
危
険
を
回
避

す
る
た
め
、
酸
素
は
高
度
に
関
係
な
く
、

ス
ピ
ー
ド
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

用
い
る
。
上
部
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
所
順

応
の
セ
オ
リ
ー
を
は
ず
し
て
も
安
全
な

場
所
に
設
営
。
そ
の
た
め
登
高
距
離
が

長
く
、
明
ら
か
に
高
度
差
が
あ
り
過
ぎ

て
も
安
全
を
優
先
す
る
。
年
齢
に
あ
わ

せ
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
奨
励
し
た
が
、

過
激
な
も
の
は
慎
む
こ
と
と
し
、
疲
れ

を
残
さ
な
い
行
動
を
す
る
。
荷
上
げ
や

順
化
の
た
め
の
上
部
キ
ャ
ン
プ
宿
泊
、

往
復
な
ど
の
無
駄
や
無
理
は
し
な
い
等

の
取
り
決
め
で
行
動
し
た
。

５
０
０
０
際
川
周
辺
で
の
順
化
と
体
調

維
持
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
順
調
だ
っ
た

が
、
運
動
能
力
の
平
均
化
は
難
し
く
、

Ｃ
ｌ
よ
り
上
で
３
隊
員
が
、
自
ら
の
申

し
出
に
よ
る
残
念
な
リ
タ
イ
ア
宣
言
と

な
っ
た
。
た
し
か
に
、
Ｃ
２
ま
で
の
行

程
は
尋
常
で
は
な
く
、
力
の
あ
る
隊
員

で
も
こ
の
年
代
だ
と
１０
～
Ｈ
時
間
を
費

や
す
別
な
心
配
も
出
て
き
た
か
ら
だ
。

全
員
登
項
を
果
た
せ
な
か
っ
た
主
な
原

因
に
、
酸
素
吸
入
量
、
キ
ャ
ン
プ
間
の

短
縮
を
反
省
に
あ
げ
て
み
た
が
、
安
全

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
絡
ま
せ
る
と
意

味
は
薄
い
。

９
月
１５
日
、
「隊
員
の
皆
様
、
敬
老
の

日
お
め
で
と
う
」
と
い
う
祝
福
の
メ
ー

ル
が
来
た
。
隊
の
平
均
年
齢
６４
歳
は
、

日
本
山
岳
会
の
平
均
年
齢
で
あ
り
、

５０

年
前
の
棋
隊
長
の
年
で
も
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
高
齢
会
員
の
楽
し
み
の
８

０
０
０
陣
川
だ
。
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
に
は
ほ

ど
遠
い
位
置
に
あ
る
遠
足
登
山
だ
が
、

短
期
間
に
安
全
に
登
る
に
は
そ
れ
な
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
。
ま
す
ま
す
増
加

す
る
高
齢
者
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
は
、

冒
険
登
山
と
は
異
な
っ
た
指
導
と
実
践

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

JAC旗 を掲げる頂上の隊長

書610  ,

中央分水嶺踏査フォーラムのご案内

中央分水嶺踏査委員会 0科学委員会

2004年 1月 に100周年事業としてスタートした「中央
分水嶺踏査」も、2006年 11月 にすべて完了し、現在、報
告書の作成を進めています。報告書の発刊を機に、
この踏査を振り返って各支部の支部長、事務担当者、
分水嶺担当者も交えて締めくくりのフォーラムを次
の要領で開催します。

開催日 :2007年 2月 17日 田 午後 3時～6時
場 所 :鉄道弘済会館 (JR四谷駅から徒歩 5分 )

内 容 :第 1部 ①踏査の概要報告   近藤善則
②地形学から見た分水界 小疇 尚
③分水嶺踏査完了所見

(国土地理院講師を予定)

④踏査記録とGPSの効用 宮崎紘一
第 2部 出席者とともに語り合おう

一踏査を振りかえって―
予稿集 :中央分水嶺踏査報告書 (会場で1200円 で販売)

懇親会 :フ ォーラム終了後、懇親会(3000円 )を行ないます。

*懇親会参加希望者は 1月 31日 までに、FAXか ハ

ガキで本部事務局へお申込みください。フォーラ
ムのみの参加者は申込みは不要です。

■ 3

ノロ鰤し｀
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村
山
雅
美
さ
ん
逝
去
す
る

マ
ナ
ス
ル
登
山
の
中
枢
と
し
て
活
躍

し
、
ま
た
日
本
人
で
初
め
て
陸
路
で
南

極
点
に
到
達
し

「南
極
男
」
と
呼
ば
れ

た
村
山
雅
美
名
誉
会
員

（国
立
極
地
研

究
所
名
誉
教
授
）
が
２
０
０
６
年
Ｈ
月

５
日
、
前
立
腺
が
ん
の
た
め
都
内
の
病

院
で
逝
去
さ
れ
た
。
「宗
谷
」
の
出
港
か

ら
５０
周
年
を
迎
え
る
３
日
前
で
あ
っ
た
。

享
年
８８
歳
。

告
別
式
は
、

１０
日
午
前
Ｈ
時
よ
り
東

京

・
新
宿
の

一
行
院
千
日
谷
会
堂
に
て

し
め
や
か
に
行
な
わ
れ
た
。
喪
主
は
村

山
キ
ヨ
さ
ん
、
葬
儀
委
員
長
は
鳥
居
鉄

也
氏

（日
本
極
地
研
究
振
興
協
会
理
事

長
）
が
つ
と
め
た
。

葬
儀
に
は
極
地
と
か
か
わ
り
あ
る
多

く
の
方
々
を
は
じ
め
、
日
本
山
岳
会
関

係
者
や
東
大
ス
キ
ー
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、
ま

た
山
で
交
流
の
あ
っ
た
知
人
友
人
な
ど
、

通
夜
、
告
別
式
合
計
約
７
０
０
人
が
会

葬
、
村
山
さ
ん
の
逝
去
を
悼
ん
だ
。

村
山
雅
美
さ
ん
を
悼
む

平
山
善
吉

日
本
山
岳
会
が
最
も
輝
い
た
時
代
は

マ
ナ
ス
ル
登
山
の
時
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。
そ
し
て
こ
の
、
マ
ナ
ス
ル
登
山

史
を
飾

っ
た

一
人
が
村
山
さ
ん
で
あ
る
。

我
が
国
は
戦
争
に
敗
れ
、
暗
い
世
相

の
中
で
国
民
は
困
窮
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
時
に
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
は

一
条

の
光
と
し
て
、
国
民
に
勇
気
と
希
望
を

与
え
、
人
々
は
こ
の
登
山
に
興
奮
し
て

い
た
。
若
き
日
の
村
山
さ
ん
は
、
そ
の

準
備
の
段
階
か
ら
こ
の
計
画
に
参
画
し
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
の
中
枢
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
第

一
次
登
山
隊
の
先
発
隊

と
し
て
現
地
へ
飛
ん
で
以
来
、
第
二
次

隊
に
も
参
加
し
た
。
続
い
て
第
二
次
先

遣
隊
で
は
、
前
年
か
ら
続
い
た
サ
マ
部

落
で
の
登
山
阻
止
運
動
の
解
決
に
、
も

て
る
経
験
と
能
力
を
傾
け
、
平
和
裏
に

解
決
し
た
。

こ
の
頃
、
我
が
国
は
国
際
地
球
観
測

年
の
事
業
に
参
加
し
、
南
極
に
観
測
隊

を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ナ
ス

ル
同
様
多
く
の
若
者
は
、
こ
の
未
知
の

世
界
に
憧
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
村

山
さ
ん
は

「南
極
は
学
者
の
世
界
、
俺

達
の
行
く
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
、あ
ま

り
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
日
本
学
術
会
議

会
長
で
、
南
極
特
別
委
員
会
委
員
長
の

茅
誠
司
先
生
か
ら
、
東
大
ス
キ
ー
山
岳

部
Ｏ
Ｂ
の
鳥
居
鉄
也
さ
ん
に
、
「永
田

（第

一
次
観
測
隊
長
）
君
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
良
い
人
は
い
な
い
か
」
と
要
請
が
あ

り
、
鳥
居
さ
ん
の
強
い
す
す
め
で
村
山

さ
ん
の
マ
ナ
ス
ル
か
ら
南
極
へ
の
華
麗

な
転
進
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
村
山
さ
ん
は
昭
和
３１
年
、

第

一
次
南
極
観
測
隊
員
と
し
て
南
極
隊

に
参
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
来
、
南

極
観
測
は
今
年
５０
周
年
を
迎
え
た
。
こ

の
間
、
村
山
さ
ん
は
南
極
観
測
ひ
と
す

じ
に
、
そ
の
先
達
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
村
山
さ
ん
の
人
生
の
後
半
は

南
極
と
共
に
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
生
涯

は
、
我
が
国
南
極
観
測
隊
の
歴
史
と
も

い
え
る
歩
み
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

村
山
さ
ん
は
計
７
回
南
極
に
向
か
い
、

３
回
越
冬
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
間

の
最
大
の
旅
は
、
第
九
次
隊
と
し
て
行

っ
た
雪
上
車
に
よ
る
昭
和
基
地
か
ら
往

復
、
約
５
２
０
０
キ

ロ
に
お
よ
ぶ
極
点
旅

行
で
あ
り
、
こ
れ
を
日
本
人
と
し
て
初

め
て
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

村
山
さ
ん
は
、
自
由
奔
放
、
規
則
嫌

い
を
身
上
と
し
、
こ
れ
が
時
に
は
わ
が

ま
ま
と
受
け
と
ら
れ
た
と
き
も
あ
る
が
、

他
人
の
悪
回
は
言
わ
ず
、
だ
れ
か
ら
も

慕
わ
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。

第

一
線
を
退
官
さ
れ
た
あ
と
も
南
極

へ
の
情
熱
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
南
極

の
将
来
を
考
え
る
会
の
会
長
と
し
て
、

耐
用
年
数
を
迎
え
る

「し
ら
せ
」
の
後

継
船
に
つ
い
て
、
「私
は
今
、

８６
歳
の
老

骨
を
軋
ま
せ
な
が
ら
、
後
継
船
の
建
造
　
４

実
現
に
奔
走
し
て
い
る
」
と
、
新
聞
に
　
爾

一
文
を
載
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後

継
船
は
今
、
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
が
、

そ
の
就
航
を
見
ず
に
他
界
さ
れ
た
こ
と

は
残
念
で
な
ら
な
い
。
以
下
、
葬
儀
で

読
ん
だ
弔
辞
を
記
す
。

弔
辞国

立
極
地
研
究
所
名
誉
教
授
、
日
本

山
岳
会
名
誉
会
員
、
故

・
村
山
雅
美
先

生
の
ご
霊
前
に
、
社
団
法
人
日
本
山
岳

会
の
全
会
員
と
共
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、

弔
辞
を
棒
げ
ま
す
。

村
山
さ
ん
は
東
京
高
等
師
範
附
属
中

学
校
山
岳
部
、
松
本
高
等
学
校
山
岳
部
、
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東
京
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部
を
通
じ
て
登

山
の
実
績
を
積
ま
れ
、
戦
後
海
軍
よ
り

復
員
さ
れ
て
間
も
な
い
、
昭
和
２１
年
１２

月
、
今
井
田
研
二
郎
、
関
根
吉
郎
両
氏

の
紹
介
で
、
本
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

戦
災
で
、
全
て
を
失

っ
た
本
会
は
、

そ
の
再
建
に
腐
心
し
て
い
る
時
期
で
あ

り
、
有
能
な
村
山
さ
ん
は
、
入
会
さ
れ

て
間
も
な
い
昭
和
２２
年
か
ら
３
年
間
、

学
生
部
の
指
導
を
担
当
す
る
理
事
に
な

り
、
引
き
続
き
、
当
時
山
登
り
の
手
引

書
と
さ
れ
た

『山
日
記
』
の
担
当
理
事

と
し
て
昭
和
２７
年
か
ら
３
年
間
、
編
集

代
表
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
す
本
会
に
お
い
て
、

昭
和
２７
年
４
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
が
批
准
さ
れ
る
と
共
に
、
ネ

パ
ー
ル
政
府
か
ら
マ
ナ
ス
ル
峰
の
登
山

許
可
を
受
け
、
直
ち
に
そ
の
準
備
を
始

め
ま
し
た
。

村
山
さ
ん
は
、
こ
の
マ
ナ
ス
ル
登
山

の
計
画
に
、
当
初
か
ら
参
画
し
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
委
員
会
の
実
行
委
員
と
し
て
、
最

新
の
登
山
用
具
を
取
引
先
の
ス
イ
ス
か

ら
取
り
寄
せ
た
り
す
る
な
ど
、
登
山
準

備
の
中
枢
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
昭
和
２８

年
の
三
田
幸
夫
氏
を
隊
長
と
す
る
第

一

次
登
山
隊
の
先
発
隊
員
と
し
て
、
現
地

へ
飛
び
ま
し
た
。

現
地
で
は
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
の
シ
ェ
ル

パ
と
の
交
渉
、
輸
送
、
登
山
許
可
な
ど

の
実
務
的
な
作
業
と
、
多
く
の
遠
征

マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
係
り
、
そ
の
経
験
を

積
み
ま
し
た
。

こ
の
年
の
登
山
は
成
功
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
翌
年
の
堀
田
弥

一
隊
長
率
い

る
第
二
次
登
山
隊
が
、
現
地
の
サ
マ
部

落
で
登
山
阻
止
運
動
に
遭

っ
た
際
に
は
、

現
地
民
と
の
直
接
交
渉
に
当
た
り
、
今

ま
で
の
経
験
と
本
来
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
さ
れ
、
次
の
隊
に
希
望
を
繋
ぎ
ま

し
た
。
そ
し
て
昭
和
３０
年
に
第
二
次
登

高

５３
登
　

隊

隊

査

立
会

挑

東

ｏ

本

１９

ル
　

次

測

調

国
岳

に
＜

８８

松

亀

ス
　

ー
観

点

ｏ
山

て
剣

年

制

理″
ナ
　

第

次

極

達

本

果

跡
享

Ｄ
旧
制

マ

　

ヽ
９
南

到

日

の
「

ｏ

簿

ｏ
ご

ヽ
　

年

第

ヽ
に

ヽ
地

五
ど

燎
れ
醐

り

　

５６

ヽ
て
点

授

Ｆ

朝

な

一畳
融
緩
　
‐ヽ９
麟叶札
繭
懃
書‐こ
川
一Ⅲ一

」
京

既

に

ｏ
は

１９
長

ヽ
名

著

ス
局

α
東

ｄ

次

加

に

ｏ
隊

行

所

ｏ
ナ

版

美

ヽ
て

３
参

測

加

冬

敢

究

員

マ
出

雅

作

経

ら

に
観

参

越

を

研

会

一
聞

山

慶
を

か

隊

極

り

兼

行

地

誉

一
新

村

К
校

年

山

南

よ

長

旅

極

名

む

京

山
隊
の
先
遣
隊
員
と
し
て
現
地
に
派
遣

さ
れ
、
そ
の
際
に
は
、
現
地
住
民
と
の

平
和
交
渉
に
成
功
し
、
そ
の
結
果
、
棋

有
恒
隊
長
以
下
の
第
二
次
隊
が
ス
ム
ー

ズ
に
登
山
行
動
を
行
な
い
、
こ
れ
が
初

登
項
に
つ
な
が
っ
た
と
、
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

先
遣
隊
か
ら
帰

っ
た
後
、
村
山
さ
ん

は
、
南
極
観
測
隊
越
冬
隊
長
の
西
堀
栄

二
郎
氏
よ
り
、
南
極
へ
の
参
加
を
強
く

要
請
さ
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
南
極
に
転

進
し
、
以
後
５０
年
間
に
わ
た
り
、
南
極

で
数
々
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
ご
高
承
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
私
は
第

一
次
、
二
次
、二
次

と
村
山
さ
ん
と
南
極
行
を
共
に
し
、
第

二
次
で
は

一
緒
に
越
冬
い
た
し
ま
し
た
。

宗
谷
で
の
狭
い
船
室
で
、
ま
た
、
畳
二

畳
に
満
た
な
い
昭
和
基
地
の
個
室
で
私

た
ち
越
冬
隊
員
は
、
仕
事
が
終
わ
る
と

み
ん
な
私
の
部
屋
に
集
ま
り
、
酒
を
飲

み
交
わ
し
な
が
ら
、
村
山
さ
ん
か
ら
人

生
哲
学
、
あ
る
い
は
登
山
の
話
な
ど
を

聞
き
、
多
く
の
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。

南
極
か
ら
帰

っ
た
後
、
村
山
さ
ん
は
、

日
本
山
岳
会
に
お
い
て
、
昭
和
４４
年
か

ら
昭
和
５１
年
ま
で
の
８
年
間
、
評
議
員

を
、
更
に
５２
年
、

５３
年
の
２
年
間
、
監

事
を
務
め
、
本
会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
間
、
宗
谷
の
老
朽
化
の
た
め
、

昭
和
基
地
は
閉
鎖
さ
れ
、
再
開
と
後
継

船
、
こ
れ
は

「ふ
じ
」
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
建
造
に
奔
走
さ
れ
た
時
、
い
つ
も

私
は
村
山
さ
ん
の
お
供
を
仰
せ
つ
か
り
、

そ
の
心
く
ば
り
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
、
今
、
「し
ら
せ
」
の

後
継
船
の
建
造
に
つ
い
て
も
村
山
さ
ん

と

一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
こ

の
時
の
村
山
さ
ん
の
口
癖
は

「後
続
船

が
決
ま
ら
な
い
と
三
途
の
川
も
渡
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
こ
れ
も

決
ま
り
、
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
予
算
も
つ

き
ま
し
た
」
と
報
告
で
き
、安
堵
し
て
お
　
５

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
報
告
し
　

．

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

思
う
と
、
淋
し
さ
が
募
る
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
南
極
と
は
別
に
日

本
山
岳
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
る
そ
の

功
績
に
対
し
、平
成
４
年
、名
誉
会
員
に

推
挙
し
て
、
そ
の
栄
誉
を
讃
え
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
村
山
さ
ん
、

南
極
の
こ
と
も
、
山
岳
会
の
こ
と
も
、

私
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す

の
で
ご
安
心
下
さ
い
。
長
い
間
の
ご
指

導
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を
見
守

っ
て

下
さ
い
。
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
下

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
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N
登
山
回
想

松
岡

繁

日
本
山
岳
会
の
元
副
会
長
、
名
誉
会

員
を
歴
任
さ
れ
た
織
内
信
彦
大
先
輩
の

願
望
で
、
Ｈ
年
前

（織
内
さ
ん
、

８４
歳
）

に
、
北
奥
仙
丈
ヶ
岳
と
国
師
ヶ
岳
に
登

項
し
た
。
１
９
９
５
年
６
月
上
旬
の
山

行
が
鮮
明
に
甦
る
。

メ
ン
バ
ー
は
織
内
、
照
内
、
佐
野
、

植
村
各
氏
と
、
私
の
５
人
だ
。
金
山
平

の
民
宿

（標
高
２
３
７
０
房
、
１
人
当

り
６
５
０
０
円
、
三
食
付
）
に
泊
ま
る
。

翌
朝
、
大
弛
小
屋
手
前
に
車
を
デ
ポ
し

た
。
小
さ
な
雪
渓

（畳
１
畳
ほ
ど
の
汚

れ
た
雪
）
が
あ
っ
た
。
夢
ノ
庭
園
経
由

で
、
北
奥
千
丈
岳

（２
６
０
０
鮮
）
に

登
項
。
途
中
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ハ
イ
マ

ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
景
観
に
感
動
し
た
。

山
頂
で
大
休
憩
し
て
、
握
り
飯
と
湯
豆

腐
を
賞
味
し
た

（露
岩
の
陽
だ
ま
り
で

S

と
る
食
事
は
う
ま
い
）
。国
師
ヶ
岳
で
撮

影
し
握
手
を
す
る
。
登
り
残
し
て
い
た

高
峰
登
項
で
織
内
さ
ん
も
大
満
足
、
至

福
の
表
情
だ
っ
た
。
元
老
の
微
笑
み
と

充
実
感
は
、
私
た
ち
に
活
力
を
与
え
て

く
れ
た
。

Ｈ
年
後
の
今
年
、

１０
月
１６
日
と
１７
日
、

同
じ
山
へ
登
山
を
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

照
内

（７５
歳
）
、
佐
野

（６８
歳
）
両
氏
と

私

（７６
歳
）
、
岳
友
の
岡
田

（７７
歳
）
、

古
谷

（７７
歳
）
両
氏
の
５
人
。

１６
日
、
塩
山
駅
前
で
車
２
台
合
流
。

牧
丘
町
を
通
り
、
舗
装
さ
れ
た
林
道
を

走
行
し
た
。
カ
ラ
マ
ツ
、
ブ
ナ
や
モ
ミ

ジ
は
黄
や
赤
、
く
れ
な
い
色
で
美
し
い
。

ほ
ど
な
く
大
弛
峠
に
到
着
。
ｎ
時
２５
分
、

大
弛
峠
を
出
発
。

１２
時
３０
分
に
北
奥
仙

丈
岳
に
着
い
た
。
約
４０
人
の
登
山
客
が

い
た
。
無
風
快
晴
の
好
天
だ
。
金
峰
山
、

八
ヶ
岳
連
峰
と
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が

そ
うぼ
う

双
眸
に
入
る
。
大
パ
ノ
ラ
マ
に
歓
喜
し

た
。
さ
ら
に
国
師
ヶ
岳
で
休
憩
。
富
士

山
の
展
望
が
素
敵
だ
。
た
め
息
と
涙
が

出
る
く
ら
い
の
感
動
だ

っ
た
。

１４
時
１５
分
、
大
弛
小
屋
そ
ば
の
テ
ン

ト
場
に
到
着
。
テ
ン
ト
を
３
張
り
設
営

し
た
。
夕
食
後
、

１９
時
に
テ
ン
ト
の
寝

袋
に
入
り
就
寝
。
寒
さ
と
、
頻
尿
で
数

回
、
外
に
出
る
。

午
前
５
時
に
起
床
。

１７
日
も
大
快
晴

だ
。
７
時
１５
分
に
、
防
寒
衣
類
と
２
食

分
の
食
料
な
ど
を
持

っ
て
テ
ン
ト
場
を

出
発
。
朝
日
峠
か
ら
朝
日
岳
に
至
る
。

山
道
は
明
瞭
で
快
適
な
縦
走
路
だ
。
雲

海
の
上
に
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
ぐ
手
前
に
見

え
る
金
峰
山
ま
で
が
長
丁
場
だ

っ
た
。

帰
路
、
砂
礫
の
岩
稜
で
休
憩
。
質
素
な

昼
食
と
缶
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
た
。

ハ
イ
マ
ツ
の
群
生
と
、
遠
く
雪
化
粧

し
た
北
ア
ル
プ
ス
の
展
望
、
景
色
と
高

く
答
え
る
富
士
山
を
眺
め
て
の
朝
日
峠
、

朝
日
岳
、
鉄
山
、
金
峰
山
へ
の
往
復
縦

走
は
楽
し
く
、
大
収
穫
だ

っ
た
。
選
定

し
た
時
期
と
山
域
良
し
、
雲
海
と
景
観

良
し
、山
友
達
良
し
で
、心
の
真
珠
を
得

た
、
輝
か
し
い
登
山
の
ひ
と
時
だ

っ
た
。

Ｈ
年
前
と
異
な
り
、
夢
ノ
庭
園
か
ら
、

前
国
師
付
近
は
、
木
製
の
階
段
と
桟
橋

が
設
置
さ
れ
て
歩
き
づ
ら
い
。
苔
む
し

た
原
生
林
の
山
道
が
な
つ
か
し
い
。
奥

秩
父
の
高
峰
開
拓
と
普
及
に
尽
力
さ
れ

た
先
輩
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。

ウ
エ
ス
ト
ン
と
会
員
章

長
田
義
則

明
治
４２
年
５
月
の
大
会
で
、
山
岳
会

の
名
は
日
本
山
岳
会
と
な
り
、
会
員
章

を
作

っ
て
希
望
者
に
頒
布
し
た
。
発
起

人
の
高
野
鷹
蔵
は
、
故
国
に
帰

っ
て
い

る
ウ
ェ
ス
ト
ン
に
、
日
本
山
岳
会
の
名

誉
会
員
に
な
っ
た
通
知
と
、
そ
の
会
員

章
を
送

っ
て
い
る
。
離
日
の
際
、
重
ね

て
山
岳
会
の
創
立
を
促
し
た
ウ
ェ
ス
ト

ン
だ
か
ら
、
山
岳
会
か
ら
届
い
た
会
員

章
を
見
て
、
声
を
出
し
て
喜
ん
だ
に
違
　
６

い
な
い
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
日
本
へ
の
強
　
鷹

い
思
い
は
、
そ
の
会
員
章
を
好
ん
で
着

用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
う
事

が
で
き
る
。
明
治
４５
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ン

招
待
会
で
は
、
そ
の
記
録
写
真
に
会
員

章
の
着
用
が
見
ら
れ
る
。

『山
』
７
３
７
号
に
関
塚
氏
が

「寺
田

寅
彦
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
」
を
書
か
れ
て
い

た
が
、
外
国
で
の
偶
然
の
出
会
い
に
も
、

寺
田
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
か
ら
会
員
章
を
見

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
４３
年
９

月
Ｈ
日
の
晴
れ
た
日
曜
日
の
こ
と
。
シ

ャ
モ
ニ
に
投
宿
し
た
科
学
者
の
寺
田
は
、

氷
河
の
散
策
に
出
か
け
、
寒
暖
計
で
気

温
を
測
り
、
氷
河
の
観
察
を
記
録
し
な

東西
南北

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)
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が
ら
歩
い
た
。

目
ｏ
邑

象

ぴ
①
口
のユ
ｏ
壕
を
通
り
か
か

っ
た
と
こ
ろ
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻
に
呼

び
止
め
ら
れ
た
。
寺
田
は
ウ
ェ
ス
ト
ン

の
名
も
、
日
本
山
岳
会
も
知
ら
ず
に
い

て
、
た
だ
頷
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ

が
「ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ｏ
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク

ラ
ブ
の
バ
ッ
ジ
」
と
示
さ
れ
た
寺
田
は
、

日
記
に

「日
本
登
山
会
の
徽
章
を
有
せ

り
」
と
訳
し
た
。

松
方
二
郎
さ
ん
は
、
「先
生

へ
の
通

信
」
か
ら
、
寺
田
が
ウ
ェ
ス
ト
ン
に
山

岳
会
の
話
の
ひ
と
つ
も
で
き
ず
に
い
た

の
を
知
り
、
２
人
の
何
と
も
惜
し
い
出

会
い
の
状
況
を
会
報
に
語
っ
て
い
る
。

「
ア
ル
プ
ス
記
」
を
見
た
高
須
茂
は
、
寺

田
の
日
記
に
そ
の
会
員
章
を
知
り
、
『日

本
山
河
誌
』
に

「ウ
ェ
ス
ト
ン
が
ポ
ケ

ッ
ト
か
ら
バ
ッ
ジ
を
出
し
て
見
せ
た
」

と
解
説
。
想
像
と
解
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
違

う
の
が
面
白
い
。
筆
者
は
、
会
員
章
を

襟
元
に
見
た
だ
ろ
う
と
考
え
を
巡
ら
し

て
い
る
ひ
と
り
で
あ
る
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
愛
用
し
た
会
員
章
は
、

大
正
９
年
に
新
し
い
も
の
に
変
わ

っ
た
。

そ
れ
で
、
交
換
し
た
い
と
伝
え
た
ら
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
で
た
。

夫
人
の
も
の
は
山
で
失
く
し
、
自
分
の

も
の
は
多
く
の
山
行
を
共
に
し
た
会
員

章
だ
か
ら
、
返
さ
な
い
と
い
う
の
だ

っ

た
。筆

者
も
若
い
頃
、
現
地
集
会
で
、
藤

島
敏
男
、
松
方
さ
ん
ら
の
襟
元
に
見
た

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
バ
ッ
チ
に
、
ク
ラ
ブ
の
雰
囲

気
を
感
じ
た
も
の
だ
。

先
人
が
ク
ラ
ブ
の
親
和
と
栄
あ
れ
と
、

苦
心
し
て
作

っ
た
会
員
章
。
誰
に
も
合

う
会
員
章
だ
か
ら
着
用
し
よ
う
―

カ
ナ
ダ
の
山
旅

原

謙

一

カ
ナ
ダ
の
ア
ッ
シ
エ
ボ
イ
ン
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
、
会
員
の
荒
木
氏
他
２
名

と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

８
月
１９
日
、
キ
ャ
ン
モ
ア
に
あ
る
山

岳
会
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ヘ
宿
泊
し
、
早

朝
、
車
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ヘ
向
か
っ
た
。

途
中
、
霧
の
中
に
数
頭
の
ヘ
ラ
ジ
カ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
、
寝
袋
な
ど
の
大
き

な
荷
物
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ん
で
も

ら
い
、
軽
装
で
出
発
。
背
の
高
い
針
葉

樹
の
中
の
登
山
道
を
進
む
。
公
園
管
理

人
の
小
屋
の
前
を
通
過
、
小
屋
は
パ
ト

ロ
ー
ル
中
で
無
人
だ

っ
た
が
、
馬
が
柵

の
中
で
留
守
番
を
し
て
い
た
。
さ
ら
に

峠
ま
で
登
り
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

・
ロ
ッ

キ
ー
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
と
呼
ば
れ
て

い
る
尖

っ
た
綺
麗
な
山
、
ア
ッ
シ
エ
ボ

イ
ン
を
眺
め
た
。
写
真
撮
影
を
期
待
し

て
い
た
が
、
あ
い
に
く
霞
ん
で
い
て
撮

れ
ず
、
残
念
だ
っ
た
。

こ
の
峠
か
ら
１０
分
ほ
ど
下
っ
た
所
が

ア
ッ
シ
エ
ボ
イ
ン
キ
ャ
ン
プ
場
だ
。
ア

ッ
シ
エ
ボ
イ
ン
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

・
ロ

ッ
キ
ー
の
南
、
キ
ャ
ン
モ
ア
の
町
か
ら

３０
キ

ロ南
に
位
置
し
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
と

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ｏ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
と

の
境
に
あ
る
州
立
公
園
に
あ
る
。
中
に

は
グ
ル
ー
プ
キ
ャ
ン
プ
場
、
個
人
キ
ャ

ン
プ
場
、
キ
ャ
ビ
ン
、
ロ
ッ
ジ
な
ど
が

あ
り
、
周
り
は
森
と
氷
河
、
湖
と
花
で

囲
ま
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
所
だ
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の
た
め
の
ト
レ
イ
ル
も

多
く
、
標
識
も
し
っ
か
り
し
た
も
の
が

あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
自
分

に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
楽
し
む

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
は
２０
人
。

参
加
者
は
、
ラ
ン
チ
と
フ
ル
ー
ツ
、
お

や
つ
を
持

っ
て
、
周
囲
の
山
や
湖
な
ど

へ
適
当
な
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
ハ
イ
キ

ン
グ
に
出
か
け
る
。

天
気
に
は
ほ
ぼ
恵
ま
れ
た
が
、
大
雨

と
雷
の
日
が
１
日
あ
り
、
高
い
所
は
１５

贅
ノく
ら
い
雪
が
積
も

っ
た
よ
う
だ
。
わ

れ
わ
れ
が
来
る
数
日
前
に
は
オ
ー
ロ
ラ

も
見
え
た
そ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
滞

在
中
は
見
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
山

の
項
上
に
は
ノ
ー
ト
が
入
る
く
ら
い
の

金
属
製
箱
が
置
い
て
あ
っ
て
、
登
山
者

の
登
頂
記
録
を
書
い
た
も
の
が
入
れ
て

あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
が
使
用
し
た
グ
ル
ー
プ
キ

ャ
ン
プ
場
は
広
い
草
原
に
あ
っ
た
。
ｌ

週
間
ほ
ど
の
滞
在
者
が
多
く
、
小
さ
な

テ
ン
ト
を
張

っ
て
い
た
。
他
に
、
調
理

テ
ン
ト
と
食
料
テ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
の
端
に
は
浸
透
式

の
ト
イ
レ
と
下
水
が
あ
り
、
水
は
川
か

ら
汲
ん
で
き
て
使
う
と
い
う
も
の
だ
。

テ
ン
ト
の
場
所
は
数
日
ご
と
に
移
動
　
７

す
る
。
こ
れ
は
植
物
を
保
護
す
る
た
め
　
菫

の
配
慮
だ
。
そ
し
て
、
１
日
に
泊
ま
れ

る
人
数
を
２０
人
と
限
定
し
て
い
る
。
カ

ナ
ダ
は
、
自
然
保
護
へ
国
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
テ
ン
ト
の
周
囲
に
は
、

か
わ
い
い
地
リ
ス
が
時
々
顔
を
出
し
て

は
愛
嬌
を
ふ
り
ま
き
、
和
ま
せ
て
く
れ

た
。熊

対
策
も
徹
底
し
て
い
て
、
食
材
は

大
型
コ
ン
テ
ナ
ヘ
入
れ
て
食
料
テ
ン
ト

で
保
管
す
る
。
さ
ら
に
、
匂
い
が
出
る

物
は
鉄
製
の
頑
丈
な
ロ
ッ
カ
ー
が
用
意

さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
へ
保
管
後
、
ワ
イ

ヤ
ー
で
高
い
木
の
上
に
吊
る
す
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
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福
丼
支
部

支
部

全
国
支
部
懇
談
会
を
終
え
て

１０
月
７
日
～
９
日
に
か
け
て
、
全
国

支
部
懇
談
会
を
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺

に
て
開
催
、
翌
日
、
あ
わ
ら
温
泉
に
場

所
を
移
し
懇
親
会
を
行
な
っ
た
。

会
長
を
は
じ
め
、
首
都
圏
か
ら
３３
名
、

そ
の
他
２３
支
部
か
ら
は
１
４
０
名
、
福

井
支
部
か
ら
は
３３
名
、
総
勢
２
０
０
余

名
の
参
加
者
を
得
た
。
さ
ら
に
福
井
県

副
知
事
、
あ
わ
ら
市
長
も
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
。

こ
の
全
国
集
会
開
催
に
は
こ
ん
な
裏

話
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
宮
島
に
て
開
催

さ
れ
た
全
国
集
会
に
参
加
し
て
の
帰
り
、

宮
本
数
男
支
部
長
が

「広
島
が
宮
島
で

行
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
福
井
は
永
平
寺

で
や
ろ
う
」
と
言
い
出
し
た
こ
と
だ
。

そ
の
時
、　
一
緒
に
い
た
私
た
ち
数
名
の

女
性
は
即
賛
成
を
し
た
。
そ
の
後
、
開

催
が
決
定
し
、
準
備
を
進
め
る
う
ち
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
た
。
永
平

寺
で
１
泊
す
る
こ
と
に
す
る
と
、
懇
親

会
で
お
酒
が
飲
め
な
い
と
い
う
こ
と
。

懇
親
会
に
は
お
酒
は
つ
き
物
、
こ
れ
は

困

っ
た
。
な
ら
ば
２
泊
３
日
と
し
て
、

場
所
を
変
え
懇
親
会
を
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
案
に
は
、
本
部

の
強
い
反
対
が
あ
っ
た
。

支
部
長
は

「日
本
の
山
は
山
岳
修
験

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本
山
岳
会
創

立
１
０
０
周
年
を
終
え
、
新
た
な
１
０

１
年
目
に
な
る
の
を
機
会
に
、
こ
こ
で

１
度
、
原
点
に
戻

っ
て
み
て
も
い
い
じ

ゃ
な
い
か
。
そ
の
あ
と
、
あ
わ
ら
温
泉

に
て
懇
親
会
を
す
れ
ば
い
い
」
と
決
断
。

本
部
の
許
可
も
得
な
い
う
ち
に
、即
（５

年
前
）
、曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
の
尚
事

兼
庶
務
主
事
の
長
尾
氏
に
２
０
０
名
は

参
加
い
た
し
ま
す
か
ら
と
、
参
籠
を
お

願
い
に
行

っ
た
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
２
月
に
開
か
れ
た
支
部
長

・

事
務
局
会
議
の
お
り
、
「全
国
集
会
を
永

平
寺
で
行
な
い
、
希
望
者
の
み
あ
わ
ら

温
泉
に
て
懇
親
会
を
開
催
す
る
」
と
報

だ
よ
り

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

告
を
し
た
。

さ
ら
に
支
部
長
は
、
９
月
に
２０
日
間

も
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏
峰
へ
遠
征
に
行
く

と
言
い
出
し
た
。
全
国
集
会
の
事
で
、

何
か
と
相
談
し
た
い
の
で
、
こ
の
遠
征

に
参
加
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
と
伝
え

た
が
、
残
念
な
が
ら
聞
き
入
れ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
全
国
集
会
の
準
備
は
支

部
長
が
帰
る
の
を
待

っ
て
、
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
私
た
ち
は
、
短
期
間

で
準
備
を
す
る
大
変
さ
を
味
わ
う
こ
と

に
な
る
。
バ
ス
の
手
配
、
永
平
寺
や
旅

館

「美
松
」
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
、

事
務
局
で
あ
る
私
の
家
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
電

話
は
鳴
り
っ
ば
な
し
と
い
う
、
慌
し
い

応
対
に
追
わ
れ
た
２
週
間
だ
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
全
国
集
会
１０
月
７
日
、

永
平
寺
で
の
法
話
、
座
禅
、
偶
文
を
唱

え
て
の
食
事
の
後
、
９
時
消
灯
。

８
日
は
４
時
起
床
、
布
団
を
た
た
み
、

洗
面
後
、
法
堂
に
て
朝
課

（読
経
）
、
雲

水
の
方
に
諸
堂
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

小
食

（朝
食
）
を
済
ま
せ
下
山
。

８
日
は
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降
る
。

参
加
者
か
ら
は
中
止
に
し
た
ら
と
の
声

も
で
た
。
幹
事
で
検
討
し
、
祖
跡
コ
ー

ス
に
自
信
の
な
い
方
は
愛
宕
コ
ー
ス
に

変
更
し
て
ほ
し
い
旨
を
お
願
い
し
、
計

画
通
り
実
施
。
永
平
寺
参
籠
の
ご
加
護

が
あ
り
、
吉
峰
寺
か
ら
の
登
山
で
は
雨

が
や
み
、
全
員
無
事
永
平
寺
に
下
山
で
　
８

き
た
。
愛
宕
コ
ー
ス
は
時
間
に
余
裕
が
　
濾

あ
る
た
め
、
竹
人
形
の
里

ｏ
丸
岡
城
を

見
学
し
て
懇
親
会
会
場
の

「美
松
」
に

入
る
。

平
山
会
長
の
挨
拶
の
後
、
永
平
寺
お

膝
元
の
樽
酒

「白
龍
」
の
鏡
割
り
で
、

懇
親
会
が
始
ま
る
。
懇
親
会
後
の
二
次

会
の
会
場
で
は
、
な
か
な
か
会
え
な
い

友
と
、
夜
が
更
け
る
ま
で
の
語
ら
い
が

続
い
て
い
た
。

苦
労
の
多
か
っ
た
全
国
集
会
だ

っ
た

が
、
大
勢
の
方
が
福
井
の
地
に
来
て
く

だ
さ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
で
き
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（福
井
支
部
事
務
局
　
松
田
洋
子
）

祖跡コース、祝山山頂にて

唸

ｉ
‥

ま

“
毯
み、ｙ
ま̈

，
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北
海
道
中
央
分
水
嶺
踏
査
記
録

出
版
記
念
祝
賀
会
盛
会
に
終
わ
る

１
１
３
２
キ

ロ。
北
海
道
の
中
央
分
水

嶺
踏
査
の
総
踏
査
距
離
で
あ
る
。
大
雪

山
系
を
除
い
て
は
登
山
路
と
て
な
く
、

多
く
は
藪
こ
ぎ
で
積
雪
期
に
集
中
的
に

歩
く
こ
と
に
な
る
。

０４
年
１
月
２
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
３

年
後
の
７
月
１６
日
に
達
成
で
き
た
が
、

そ
の
約
８
割
が
積
雪
期
だ
っ
た
。
ま
た
、

公
募
登
山
や
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
百
周
年

記
念
式
典
に
参
加
さ
れ
た
平
山
善
吉
会

長
ほ
か
本
部
役
員
、
首
都
圏
を
は
じ
め

全
国
各
支
部
会
員
の
参
加
に
よ
っ
て
踏

査
し
て
い
た
だ
い
た
分
水
嶺
も
あ
る
。

実
に
踏
査
日
数
２
６
７
日
、
参
加
延
ベ

人
数
９
６
８
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
踏
査
の
つ
ど
、
本
部
へ
の

報
告
公
式
記
録
の
ほ
か
に
、
踏
査
し
た

会
員
ら
か
ら
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
紀
行
文

や
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
、
写
真
と
と
も

に
支
部
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の

数
は
６３
編
に
の
ぼ
っ
た
。

時
に
本
会
１
０
０
周
年
、
北
海
道
支

部
は
４０
周
年
で
あ
り
、
悪
戦
苦
闘
の
分

水
嶺
踏
査
を
１
冊
の
記
念
誌
と
し
て
残

そ
う
と
い
う
機
運
が
広
が
り
、

０５
年
１２

月
、
編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
巻

頭
言
を
平
山
会
長
に
執
筆
し
て
い
た
だ

い
た
。
国
土
地
理
院
か
ら
２０
万
分
の
１

地
図
の
転
載
許
可
を
受
け
、
踏
査
ル
ー

ト
を
記
入
し
て
、
地
質
地
形
、
ア
イ
ヌ

語
地
名
考
、
史
実
な
ど
を
網
羅
。
踏
査

山
域
を
地
域
別
に
９
分
類
し
て
、
写
真

と
共
に
踏
査
記
録
を
５７
人
が
執
筆
。
そ

の
山
域
に
ま
つ
わ
る
回
想
を
１９
人
が
稿

を
寄
せ
て
い
る
。

１０
月
１４
日
に
出
版
。

こ
の
編
集
は
、
高
澤
光
雄
前
副
支
部
長

の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
５５
人

の
参
加
で
、
賑
や
か
な
出
版
記
念
祝
賀

会
を
開
催
し
た
。

第
１
部
は
記
念
講
和
で
、
最
初
に
滝

本
幸
夫
副
支
部
長
が

「坂
本
直
行
さ
ん

の
生
誕
百
年
を
迎
え
て
」
と
題
し
て
、

坂
本
直
行
の
評
伝

『日
高
の
風
』
執
筆

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
「冬
の
旅

（シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
）
が
と
て
も
好
き
だ

っ
た

直
行
さ
ん
が
、
原
野
を
離
れ
た
時
に
号

泣
し
た
姿
は
、
闘
い
に
破
れ
た
惜
別
の

涙
だ

っ
た
と
思
う
。
直
行
さ
ん
は
稀
代

の
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
だ

っ
た
」
と
、
知
ら

れ
ぎ
る
直
行
像
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
高
澤
前
副
支
部
長
は
、
記

録
編
集
、
出
版
に
い
た
る
苦
労
談
か
ら

は
じ
め
た
。
「山
を
知
ら
な
い
人
に
も
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
。
道

立
図
書
館
や
、
国
土
地
理
院
に
何
度
も

通

っ
て
、
地
質
、
地
層
、
地
図
に
関
す

る
こ
と
を
調
べ
た
」
と
語
り
、
編
集
作

業
開
始
か
ら
半
年
足
ら
ず
で
完
成
さ
せ

た
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

さ
ら
に

「映
像
で
見
る
百
年
前
の
北
海

道
登
山
界
」
は
、
貴
重
な
資
料
写
真
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
。
山
岳
史
に

歴
史
を
残
し
た
人
々
を
鮮
や
か
に
蘇
ら

せ
た
。

第
２
部
は
祝
宴
。
新
妻
徹
支
部
長
が

「１
１
３
２
キ

ロ
の
長
大
な
分
水
嶺
を
、多

く
の
会
員
、
会
友
の
力
で
達
成
で
き
、

立
派
な
記
録
が
出
版
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
カ
ナ
ダ
山

岳
会
１
０
０
周
年
式
典
出
席
の
た
め
欠

席
さ
れ
た
平
山
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
分
水
嶺
副
委
員
長
が
代
読
。
テ
ー

ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
は
、
道
北
、
道
東
、
道

央
、
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
か
ら
、
分
水

嶺
踏
査
で
の
苦
楽
が
語
ら
れ
、
大
き
な

拍
手
が
会
場
を
包
む
。
宴
も
た
け
な
わ

の
最
後
に
高
村
光
太
郎
作
詞

「歩
く
う

た
」
を
多
才
な
会
員
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
リ
コ
ー
ダ
、
フ
ル
ー
ト
の
ト
リ

オ
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
全
員
で
合
唱
。

盛
会
の
う
ち
に
祝
賀
会
を
終
え
た
。

（樋
口
み
な
子
）

支
部
山
行
―
―
湯
ノ
沢
岳

湯
ノ
沢
岳

（９
６
４
肝
）
は
、
『蝉
し
　
９

ぐ
れ
』
で
有
名
な
時
代
小
説
家

・
遠
藤
　

．

周
作
の
出
身
地
で
あ
る
米
ど
こ
ろ
庄
内

平
野
の
城
下
町

。
鶴
岡
市
の
西
に
答
え

る

。１
０
０
０
”
川
に
満
た
な
い
山
で
あ
る

が
、
な
か
な
か
急
峻
な
山
で
、
尾
根
沿

い
の
直
登
に
近
い
コ
ー
ス
は
か
な
り
き

つ
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
登
り
が
い
の
あ

る
山
で
あ
る
。
朝
日
連
峰
の
以
東
岳
か

ら
延
び
る
尾
根
に
は
、
摩
耶
山
、
湯
ノ

沢
岳
、
母
狩
岳
、
金
峯
山
と
続
く
峰
々

が
あ
り
、
摩
耶
山
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

湯
ノ
沢
岳
は
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
て
い
る
。

秋
晴
れ
の
１０
月
２２
日
、
参
加
者
７
名

会員による演奏をバックに「歩くうた」を全員で合唱

山
形
支
部

撫醸懲

:ifr・ l
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は
マ
イ
カ
ー
に
分
乗
し
、
林
道
終
点
の

湯
ノ
沢
ダ
ム
に
集
合
し
た
。
８
時
３０
分
、

登
山
口
の
橋
を
渡
り
、
登
り
始
め
た
。

こ
の
山
行
は
、
前
年
の
１０
月
に
も
計
画

し
た
。
し
か
し
、
悪
天
候
で
中
止
に
な

っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー

の
松
田
孝

一
会
員
が
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
、

再
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

リ
ベ
ン
ジ
と
な
っ
た
今
回
は
、
青
空

が
広
が
る
絶
好
の
登
山
日
和
と
な
り
、

本
当
に
気
持
ち
が
良
い
。
参
加
者
全
員

の
足
取
り
も
軽
く
、
ブ
ナ
の
黄
葉
に
包

ま
れ
た
登
山
道
を
登

っ
て
い
く
。

４
７
１
際
川
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
、

し
だ
い
に
急
登
の
連
続
と
な
る
。
「清
滝

不
動
明
王
」
や

「御
宝
前
参
道
」
な
ど

の
古
い
標
識
か
ら
、
信
仰
の
山
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
伝
説
に
よ
る

と
、
弘
法
大
師
が
湯
殿
山
を
開
く
前
に
、

ま
ず
こ
こ
を
開
い
て
、
こ
の
山
で
修
行

し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

高
度
を
上
げ
る
と
急
登
の
や
せ
尾
根

に
な
っ
て
く
る
。
周
囲
に
は
、
月
山
か

ら
朝
日
連
峰
の
峰
々
の
眺
望
が
広
が
る
。

そ
し
て
、
ク
サ
リ
場
を
過
ぎ
た
８
合
目

か
ら
は
鳥
海
山
と
庄
内
平
野
や
日
本
海

ま
で
見
渡
せ
る
。
母
狩
山
へ
の
分
岐
を

過
ぎ
、
し
ば
ら
く
登
り
、
Ｈ
時
３５
分
、

山
項
に
着
い
た
。
気
持
ち
の
よ
い
山
項

で
の
ん
び
リ
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
楽
し
ん

だ
後
、

１２
時
４５
分
、
下
山
に
か
か
る
。

登
る
時
よ
り
さ
ら
に
慎
重
に
下
る
。

１４

時
４５
分
、
登
山
口
の
湯
ノ
沢
ダ
ム
に
着

い
た
。

急
登
、
ク
サ
リ
場
、
や
せ
尾
根
と
ハ

ー
ド
な
コ
ー
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
好
天

に
恵
ま
れ
、
見
事
に
色
づ
い
た
黄
紅
葉

と
展
望
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
ナ
メ
コ
を
見
つ
け
、

今
晩
の
味
噌
汁
用
に
と
採
る
人
も
い
て
、

景
色
ば
か
り
で
な
く
山
の
幸
も
楽
し
ん

だ
。急

峻
な
山
容
と
山
岳
信
仰
の
歴
史
を

秘
め
た
湯
ノ
沢
岳
は
１
０
０
０
際
月
に
も

満
た
な
い
山
な
が
ら
、
小
粒
で
ピ
リ
リ

と
辛
い
、
魅
力
あ
る
山
で
あ
っ
た
。

（梅
津
誠

一
）

■
Ⅲ＝
罰
■

四
国
分
水
嶺
踏
査
に
挑
戦

踏
査
状
況
の
報
告

関
西
支
部
は
、
四
国
東
端
に
位
置
す

る
徳
島
市
の
最
高
峰
で
あ
る
中
津
峰
山

（７
７
３
房
）
か
ら
、
四
国
の
最
西
端
で

あ
る
愛
媛
県
の
黒
森
山
（１
１
５
４
房
）

ま
で
、
瀬
戸
内
海
と
太
平
洋
を
分
け
る

四
国
分
水
嶺
の
踏
査
に
挑
戦
し
て
い
る
。

Ｈ
月
２５
日
ま
で
に
高
知
県
の
岩
原
（吉

野
川
）
ま
で
到
達
し
た
。
こ
れ
は
支
部

創
立
７０
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
で
、

５
月
か
ら
毎
月
、
登
山
を
実
施
し
て
い

て
、
来
年
秋
に
完
全
踏
査
す
る
予
定
だ
。

四
国
分
水
嶺
と
は
、
瀬
戸
内
海
側
と

紀
伊
水
道
や
宇
和
海
な
ど
を
含
む
太
平

洋
側
に
そ
れ
ぞ
れ
水
系
を
分
け
る
境
界

線
の
山
岳
を
い
う
。
剣
山
山
系
、
石
鎚

山
系
と
重
な
り
、
最
高
地
点
は
石
鎚
山

（１
９
８
２
厨
）
、
２
番
目
は
剣
山

（１

９
５
５
房
）
で
あ
る
。
踏
査
に
当
た
っ

て
は
分
水
嶺
を
２６
区
間
に
分
割
し
、
毎

回
、
１
泊
２
日
で
実
施
し
て
い
る
。

初
回
は
５
月
２７
～
２８
日
、
会
員
ら
３２

人
が
徳
島
市
の
平
石
山
を
起
点
に
中
津

峰
山
、
競
輔
山
を
経
て
旭
ヶ
丸
ま
で
縦

走
し
た
。
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
京
都
、

横
浜
な
ど
に
在
住
す
る
会
員
の
ほ
か
、

徳
島
の
一
般
登
山
者
が
参
加
し
、
標
高

約
１
０
０
０
浮
川
の
尾
根
を
５
時
間
あ
ま

り
か
け
、
総
延
長
約
１０
キ

ロを
歩
い
た
。

途
中
、
ウ
ツ
ギ
や
ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
な
ど
の
花
や
周
囲
の
山
並
み
の
風
景

を
楽
し
ん
だ
。

８
月
は
四
国
の
東
の
横
綱

・
剣
山
か

ら
三
嶺
ま
で
歩
き
、

１０
月
２８
～
２９
日
は

「四
国
ア
ル
プ
ス
の
心
臓
部
」
と
い
わ

れ
る
三
嶺
か
ら
天
狗
塚
を
経
て
、
綱
附

森
、
土
佐
矢
筈
山
の
連
嶺
を
歩
い
た
。

一
帯
は
西
日
本
で
は
数
少
な
い
ク
マ
ザ

サ
の
大
草
原
の
稜
線
が
広
が
り
、
高
山

の
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
た
山
域
と
し

て
知
ら
れ
る
。
国
指
定
天
然
記
念
物
の

コ
メ
ツ
ツ
ジ
を
は
じ
め
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、

秋晴れの湯ノ沢岳頂上にて
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ブ
ナ
な
ど
が
黄
葉
し
て
、
晩
秋
の
魅
力

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

四
国
分
水
嶺
の
コ
ー
ス
の
大
半
は
登

山
道
が
整
備
さ
れ
、
林
道
も
建
設
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
反
面
、
場
所
に
よ
っ
て

は
道
の
な
い
藪
山
も
多
く
、
希
少
な
植

物
が
根
づ
く
自
然
林
や
大
パ
ノ
ラ
マ
の

広
が
る
風
景
に
も
出
合
う
こ
と
が
で
き

る
。
関
西
支
部
で
は
可
能
な
限
り
稜
線

を
忠
実
に
歩
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
踏

破
の
状
況
を
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
踏
破
後
に
は
報

告
書
を
作
成
す
る
方
針
だ
。

ま
た
、

１２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
積
雪

期
は
、
正
確
に
稜
線
を
迪
れ
な
い
恐
れ

が
あ
る
と
し
て
中
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

来
年
は
愛
媛
県
の
笹
ヶ
峰
、
瓶
ヶ
森
、

石
鎚
山
な
ど
西
の
横
綱
を
迪
る
こ
と
に

な
る
。
ど
ん
な
山
の
素
顔
に
触
れ
ら
れ

る
か
と
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

四
国
分
水
嶺
踏
査
に
あ
た
り

５
月
２６
日
に

「四
国
分
水
嶺
踏
査
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。
重
廣

恒
夫
関
西
支
部
長
が

「分
水
嶺
踏
査
の

魅
力
と
意
義
」
を
、
筆
者

（尾
野
益
大
）

が

「四
国
の
分
水
嶺
の
山
々
」
に
つ
い

て
話
し
、
参
加
者
は
メ
モ
を
と
り
な
が

ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

ま
ず
筆
者
が
四
国
の
分
水
嶺
に
つ
い

て
、
「讃
岐
山
脈
、
法
皇
山
脈
は
中
央
構

造
線
と
重
な
る
。
瀬
戸
内
海
へ
注
ぐ
河

川
の
源
が
あ
り
、
南
側
に
吉
野
川
本
流

ま
た
は
支
流
の
銅
山
川
へ
注
ぐ
源
が
あ

る
」
と
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
「大
滝
山

に
は
四
国
北
限
の
ブ
ナ
林
が
あ
る
。
東

赤
石
山
は
鉄
分
を
含
む
カ
ン
ラ
ン
岩
か

ら
な
り
、
ユ
キ
ワ
リ
ソ
ウ
、
ゴ
ゼ
ン
タ

チ
バ
ナ
な
ど
の
高
山
植
物
が
あ
り
、
西

の
早
池
峰
に
例
え
る
人
も
い
る
」
と
、

山
の
個
性
に
つ
い
て
話
し
た
。

次
に
、
太
平
洋
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
、
剣
山
山
系
、
石
鎚
山
系
、

四
国
カ
ル
ス
ト
、
佐
田
岬
へ
と
連
な
る

ラ
イ
ン
の
存
在
を
示
し

「出
発
の
山
は

徳
島
市
の
最
高
峰
中
津
峰
山
。
県
内

一

の
多
雨
地
帯
雲
早
山
を
通
り
、
ま
と
ま

っ
た
ブ
ナ
林
が
あ
る
高
城
山
、
西
日
本

最
高
峰
の
剣
山
を
目
指
す
」
と
分
水
嶺

の
前
半
の
主
な
山
々
に
つ
い
て
説
明
。

石
鎚
山
系
に
つ
い
て
は

「瓶
ケ
森
は
吉

野
川
源
流
の
山
で
四
国
最
高
地
点
の
ブ

ナ
が
あ
る
。
石
鎚
山
は
１
５
０
０
万
年

前
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
。
キ

レ
ン
グ
シ
ョ
ウ
マ
が
発
見
さ
れ
た
山
で

も
あ
る
」
な
ど
、
詳
し
く
解
説
し
た
。

ひ
き
続
き
重
廣
支
部
長
が
、
四
国
の

分
水
嶺
は
瀬
戸
内
側
と
太
平
洋
側
の
二

つ
に
並
列
し
て
存
在
す
る
点
を
指
摘
、

分
水
嶺
の
定
義
に
つ
い
て
詳
し
く
語
っ

た
。
そ
し
て

「そ
ろ
そ
ろ
○
名
山
ブ
ー

ム
か
ら
抜
け
出
し
て
個
性
的
な
登
り
方

や
、
独
自
の
テ
ー
マ
で
の
登
山
の
実
施

が
必
要
」
と
提
案
し
た
。
ま
た

「分
水

嶺
の
ル
ー
ト
の
多
く
は
登
山
道
が
な
く
、

登
山
の
原
点
で
あ
る
藪
こ
ぎ
や
積
雪
期
、

残
雪
期
な
ど
の
通
過
が
必
要
。
日
本
山

岳
会
の
設
立
の
理
念
は
、
困
難
へ
の
挑

戦
、
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
の
実
践
を
登

山
技
術
の
原
点
で
あ
る
地
図
と
コ
ン
パ

ス
を
駆
使
し
て
の
実
施
に
あ
る
。
四
国

を
横
断
す
る
と
い
う
試
み
、
地
図
と
コ

ン
パ
ス
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
、
知
り
尽
く

さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
確
認
、
登
山
道

の
な
い
山
を
歩
く
困
難
さ
の
追
求
、
ル

ー
ト
上
の
観
察
や
発
見
を
通
じ
て
感
動

を
味
わ
え
る
」
と
強
調
し
た
。

（尾
野
益
大

）

「土佐矢筈岳」を越えて「小樽曽山」へ向かう

2006年秩父宮記念山岳賞受賞 !!

山本紀夫著/四六判/400頁 /2730円
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美しくも厳酷な環境で暮らす人びとに寄りそったЮ年。

シルクロー ドの風 穿簿質
と

内田嘉弘著/A5判 /284頁 /2520円

チベット、中央アジアの山からゴビ沙漠、青海省の旅。

比叡山1000年の道を歩 く
竹内康之著/A5判 /152頁 /1680円

お山へ登る道、京への峠道、延暦寺三塔十六谷の堂碁を結ぶ道。

富山湾岸からの北刀レフス
佐伯邦夫著/四六判/268頁 /1995円

立山、黒部、剣、白馬、毛勝など北面からの新鮮な登山紀行。

新 日本山岳誌
日本山岳会編/菊判/1992頁 /18900円

創立百周年記念出版。日本全国4000山の情報を網羅。
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自
然
保
護
全
国
集
会

今
年
の
全
国
集
会
は
、

１０
月
２１
日
、

２２
日
の
２
日
間
、
鳥
取
県
大
山
で
９４
名

の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
初
日

は
、
ホ
テ
ル
大
山
に
お
い
て
各
支
部
の

活
動
報
告
と
グ
ル
ー
プ
討
議
、
２
日
目

は
、
大
山
登
山
な
ど
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
を
行
な

っ
た
。

２１
日
の
午
前
は
、
最
初
に
、
山
陰
支

部
高
田
支
部
長
か
ら
、　
一
本

一
石
運
動

で
有
名
な

「大
山
山
項
の
植
生
復
元
活

動
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
登
山
者
に
よ
っ
て
荒
廃
し
裸
地

化
し
た
大
山
山
項
を
、
支
部
自
然
保
護

委
員
小
西
毅
さ
ん
を
中
心
と
し
た
官
民

一
体
の
活
動
に
よ
っ
て
植
生
の
復
元
を

は
か
っ
た
貴
重
な
報
告
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
各
支
部
活
動
状
況
報
告

が
あ
り
、
広
島

（「広
島
山
の
日
・山
の

日
制
定
活
動
」
に
つ
い
て
）
、北
海
道
（高

生
ロ

山
植
物
パ
ト
ロ
ー
ル
）
、
岩
手

（早
池
峰

山
国
定
公
園
計
画
改
定
要
望
書
提
出
と

そ
の
後
の
動
向
）
、
信
濃

（入
笠
山
周
辺

の
風
力
発
電
に
つ
い
て
／
徳
本
峠
越
え

登
山
道
の
被
害
状
況
）
、
東
海

（猿
投
の

森
づ
く
り
の
活
動
の
あ
ら
ま
し

・
森
の

勉
強
会
）
、
関
西

（大
台
ケ
原
で
の
入
山

規
制
実
施
に
つ
い
て
）
、
山
陰

（大
山
横

手
道
上
の
ブ
ナ
育
成
活
動
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

午
後
は
、
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

あ
る

「登
山
者
自
ら
が
責
任
の

一
半
を

負
う
べ
き
山
の
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
、

１

・
高
山
植
物

（樋
口
み
な
子
）
、
２

・

山
の
ト
イ
レ

（森
武
昭
）
、
３

ｏ
登
山
道

（宮
崎
幸
博
）
４

ｏ
商
業
登
山

（大
蔵
喜

福
）
、
５

・
適
正
利
用

（篠
崎
仁
）
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議
し
、
最
後
に

各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
か
ら
ま
と
め
の

発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
討
議
に
は
、

環
境
省

・
米
子
環
境
事
務
所
の
所
長
以

下
４
名
の
招
待
者
も
参
加
し
て
、
活
発

Ｅ
Ⅸ

出
芋

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

な
討
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
過
去
こ
の
よ

う
な
テ
ー
マ
は
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
も
の
に
終

わ

っ
て
し
ま
い
、
社
会
的
に
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
継
続
活
動
に
欠
け
て
い
た

と
い
う
反
省
が
あ
る
。
今
年
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
い
ま
何
が

問
題
で
、
そ
の
対
策
は
何
か
、
そ
し
て

Ｊ
Ａ
Ｃ
と
し
て
何
が
で
き
る
か
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
、
か
つ
行
動
に
直
結
す

る
議
論
を
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
半
日

の
議
論
で
結
論
が
出
る
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
今
回
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
こ

れ
か
ら
は
、
自
然
保
護
委
員
会
の
下
部

組
織
と
し
て
発
足
し
て
い
る

「山
の
環

境
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（山
環
ネ
ッ
ト
）
に

活
動
を
引
き
継
い
で
、
自
然
保
護
委
員

会
と

一
体
と
な
っ
て
継
続
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
活
動
成
果

は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に

外
部
に
も
発
信
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

２
日
日
は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。

大
山
登
山
で
は
、
初
日
の
山
陰
支
部
の

報
告
を
実
際
に
日
で
確
か
め
、
問
題
意

識
を
持
ち
な
が
ら
の
ひ
と
味
違

っ
た
登

山
を
楽
し
ん
だ
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各

グ
ル
ー
プ
と
も
深
ま
り
ゆ
く
山
陰
の
秋

を
満
喫
し
た
。

本
集
会
実
施
に
あ
た
り
、
支
部
を
あ

げ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
山
陰
支
部
各

位
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。
　

　

　

　

（山
川
陽

一
）

ジ
ム
・ダ
フ
博
士
講
演
会
「山
岳
・

辺
境
に
お
け
る
救
急
医
療
」開
催

海
外
委
員
会

ｏ
医
療
委
員
会
共
催
で
、

ジ
ム
・
ダ
フ
氏
の
講
演
会
が
９
月
２０
日

に
東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本

山
岳
会
の
ほ
か
、
日
本
山
岳
協
会
、
日

本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

協
会
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
・ト
ラ
ス
ト

（Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
）
の

共
催
、
旅
行
業
ツ
ア
ー
登
山
協
議
会
の
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協
賛
で
あ
っ
た
。
公
益
性
を
考
え
、
講

演
会
は
東
京
の
後
、
大
阪
、
札
幌
の
都

市
で
も
開
催
し
、
参
加
者
合
計
３
３
４

名
を
集
め
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

ジ
ム

・
ダ
フ
氏
は
イ
ギ
リ
ス
人
医
師

で
あ
り
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
南
西
壁
登
山

隊
の
隊
員
な
ど
登
山
経
験
豊
富
な
登
山

家
と
し
て
も
高
名
で
あ
る
。
現
在
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
在
住
し
て
お
り
、
イ

ギ
リ
ス
と
の
往
来
の
途
上
に
ネ
パ
ー
ル

や
イ
ン
ド
に
滞
在
し
、
医
療
講
習
会
や

ポ
ー
タ
ー
人
権
擁
護
団
体
の
活
動
を
し

て
い
る
。
ゴ
ー
キ
ョ
谷
に
ポ
ー
タ
ー
の

宿
泊
施
設
兼
高
所
医
学
研
究
施
設
を
建

設
中
で
あ
る
。
ま
た
、
高
山
病
治
療
に

使
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

。
バ
ッ
グ
、
Ｐ
Ａ

Ｃ
の
考
案
者
と
し
て
知
ら
れ
、
『登
山

者
Ｔ

ト
レ
ッ
カ
ー
の
た
め
の
サ
バ
イ
バ

ル
救
急
・処
置
読
本
』
（本
の
泉
社
）
の

奪

驚
Ｉ

著
者
で
も
あ
る
。

講
演
会
で
は
、
氏
が
参
加
し
た
７
回

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
美
し
い
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
な
が
ら
、
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス

・
メ

デ
ィ
ス
ン
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
よ
く
み
ら
れ
る
医
学
的
問

題
は
、
病
気
、
暑
さ
寒
さ
に
よ
る
障
害

（熱
中
症
、
低
体
温
症
、
凍
傷
）
、
高
度

障
害
、
外
傷
で
あ
り
、
病
気
が
多
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
病
気
と
し
て
は
胃

腸
炎
が
多
く
、
脱
水
や
電
解
質
バ
ラ
ン

ス
の
失
調
、
疲
労
倦
怠
か
ら
登
項
失
敗

に
い
た
る
場
合
も
あ
る
。
低
体
温
症
で

は
、
疲
労
倦
怠
感
、
震
え
が
生
じ
、
意

識
障
害
か
ら
転
落
事
故
を
起
こ
す
場
合

も
あ
る
。外
傷
は
ま
れ
で
は
あ
る
が
、深

刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。

高
所
障
害
は
２
５
０
０
い
月
以
上
の
高

度
で
生
じ
、
急
性
高
山
病
、
脳
浮
腫
、

肺
水
腫
が
あ
る
。
急
性
高
山
病
は
、
頭

痛
、
め
ま
い
、
疲
労
感
、
食
欲
不
振
な

ど
が
症
状
で
あ
る
。
高
地
脳
浮
腫
で
は

ひ
ど
い
頭
痛
と
運
動
失
調
、
複
視
、
意

識
症
が
生
じ
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
見

ら
れ
た
場
合
、
高
山
病
は
重
篤
と
考
え

ら
れ
る
。
高
地
肺
水
腫
で
は
倦
怠
感
と

と
も
に
息
切
れ
や
咳
な
ど
の
呼
吸
器
系

症
状
が
み
ら
れ
る
。
肺
水
腫
は
脳
浮
腫

の
２
倍
程
度
生
じ
、
両
方
あ
わ
せ
る
と

１
～
２
７
で
起
こ
る
。

３
つ
の
高
所
障
害
は
軽
症
か
ら
重
篤

な
状
態
ま
で
多
様
で
あ
る
。
症
状
を
風

邪
、
感
染
、
飲
酒
、
不
眠
、
不
調
な
ど

の
た
め
と
考
え
て
、
致
死
的
な
冒
険
を

冒
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
″症
状
が

あ
る
場
合
に
は
高
度
を
上
げ
な
い
こ
と
、

改
善
し
な
い
よ
う
な
ら
即
下
山
″
が
鉄

則
で
あ
る
。
高
所
障
害
に
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
も

有
効
で
あ
る
。
低
体
温
症
、
高
所
障
害

に
低
血
糖
と
脱
水
が
高
地
で
起
こ
り
や

す
い

″
四
重
奏
″
で
あ
り
、
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
時
間
の
都
合
で
具
体
的
な

医
療
に
つ
い
て
は
著
書
を
参
考
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
高
所
に
お
け
る
血

圧
上
昇
、
血
栓
症
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
点
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス

に
つ
い
て
は
自
分
は
必
ず
し
も
飲
む
ベ

き
薬
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
、
デ
キ

サ
メ
タ
ゾ
ン
に
つ
い
て
は
速
効
性
は
あ

る
が
予
防
的
に
内
服
し
た
場
合
に
は
脳

浮
腫
や
肺
水
腫
の
症
状
を
隠
す
危
険
が

あ
る
の
で
予
防
投
与
は
せ
ず
救
急
薬
と

し
て
携
行
し
て
い
る
こ
と
、
ラ
シ
ッ
ク

ス
は
水
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
て
脱

水
症
状
を
も
た
ら
す
の
で
危
険
で
あ
り
、

自
分
は
使
わ
な
い
な
ど
、
興
味
の
尽
き

な
い
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
講
演
の

最
初
に
氏
か
ら
、
講
演
内
容
は

「自
分

の
経
験
し
た
登
山
の
医
療
で
あ
る
」
と

言
わ
れ
た
が
、
講
演
、
質
疑
応
答
と
も
、

豊
富
な
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
話
に
は

説
得
力
が
あ
っ
た
。

講
演
の
後
半
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
山

岳
ポ
ー
タ
ー
が
人
権
を
無
視
さ
れ
た
悲

惨
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

ジ
ム

・
ダ
フ
氏
が
い
た
診
療
所
か
ら
数

時
間
の
場
所
で
高
山
病
の
た
め
に
解
雇

さ
れ
た
ポ
ー
タ
ー
が
倒
れ
て
お
り
、
他

の
隊
が
診
療
所
へ
救
助
担
送
し
た
が
、

救
命
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、

氏
は
１
９
９
７
年
に
国
際
山
岳
ポ
ー
タ

ー
権
利
擁
護
団
体

（Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｇ
）
を
設

立
し
た
と
い
う
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｇ
は
ポ
ー
タ

ー
の
処
遇
改
善
の
た
め
の
組
織
で
あ
り
、

来日したジム・ダフ夫妻

―ル・ヒマラヤ・トレッキング10日間
2007年 3/18、 3/25、

日本全国匝亜亜]よリソウル経由でカトマンズヘ

国土交通大臣登録旅行業第490号 /鮭 )日 本旅行業協会正会員 ボD「保肛舎員

月″r争グ」7多ど貿』:五釜″
東京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森ビル2F803‐ 3503・ 1911

大阪806‐ 6444‐ 3033 名古屋IB052・ 581・ 3211 福岡圏1092・715・ 1557

新潟・東京 0名古屋・大阪・岡山 0福岡

●ランタン・ヘリ・
●マカルー・カンチ

トレッキング
'ェンジュンガ展望トレッキング

0パノラマ・
●エベレスト展望トレッキングとシェルノ

ご請求下さい。

ンヾフレットを

e-mail : info@ alpine-tour.com http://www.alpine-tour.com
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ジム・ダフ氏の講演を熱心に聞く参加者

５
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
適
切
な
衣
食
住
と
医
療
の
提
供
、

病
気

・
ケ
ガ
の
と
き
の
適
切
な
対
処
、

過
度
な
重
量
の
荷
を
か
つ
が
せ
な
い
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

活
動
は
、
日
本
で
は
今
回
初
め
て
紹

介
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
来
日
の
目
的
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
欧
米
で
は
１０
年

前
か
ら
改
善
の
動
き
が
見
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
も
こ
れ
を
機
に

支
部
が
設
立
さ
れ
、
貫
田
宗
男
氏
が
代

表
に
な
っ
た
。
な
お
、
本
講
演
会
の
参

加
費
か
ら
１０
万
円
を
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｇ
に
寄
付

し
た
。
組
織
の
今
後
の
発
展
を
願
う
と

と
も
に
、
日
本
か
ら
の
寄
与
に
尽
力
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
（野
口
い
づ
み
）

「第
１０
回
全
国
山
岳
博
物
館

等
連
絡
会
議
」
開
催
さ
ね
る

１０
月
２１
日
午
後
１
時
よ
り
当
会
１
０

４
号
室
及
び
集
会
室
に
て
、
資
料
映
像

委
員
会
の
主
催
で
、
恒
例
の
全
国
山
岳

博
物
館
等
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

本
会
議
は
第
１
回
目
を
上
高
地
の
山
研

で
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
第
２
回
目
か

ら
は
東
京
に
場
所
を
移
し
、
毎
年
秋
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
１０
年
目
、

第
１０
回
を
数
え
る
。
ち
な
み
に
第
３
回

は
「東
京
都
写
真
美
術
館
」
、
第
４
回
は

「北
区
飛
鳥
山
博
物
館
」
、
第
５
回
は

「秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
」
で

開
催
し
、
第
６
回
日
か
ら
は
い
ず
れ
も

当
会
ル
ー
ム
を
会
場
と
し
て
き
た
。

本
年
、
会
議
に
参
加
い
た
だ
い
た
の

は
、
早
池
峰
山
岳
博
物
館

（岩
手
県
）
、

植
村
冒
険
館
、
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ

博
物
館

（東
京
都
）
、
市
立
大
町
山
岳
博

物
館
、
池
田
町
立
美
術
館
、
田
淵
行
男

記
念
館
、
仮
称
ア
ル
プ
ス
山
岳
館

（長

野
県
）
、
富
山
県

［立
山
博
物
館
］
、
立

山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

（富
山
県
）
、

伯
者
国
山
岳
美
術
館

（鳥
取
県
）
の
１０

館
１２
名
で
あ
る
。
公
立
、
財
団
、
私
立

な
ど
、
運
営
主
体
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
館
も
国
内
各
地
で
活
躍

し
、
山
岳
資
料
に
関
わ

っ
て
い
る
。

冒
頭
で
平
山
善
吉
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
１
９
６
０
年
に
中
日
映

画
社

（羽
田
資
料
映
像
委
員
長
撮
影
）

に
よ
り
製
作
さ
れ
た

「ジ
ュ
ガ
ー
ル

・

ヒ
マ
ー
ル
遠
征
記
録
」
を
全
員
で
鑑
賞

し
た
。
そ
の
後
、
各
館
よ
り
近
況
報
告
、

事
業
予
定
、
最
近
の
話
題
等
々
…
…
、

実
に
多
く
の
、
か
つ
貴
重
な
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
会
議
の
趣
旨
は
、
当
会

所
蔵
の
資
料
寄
託
先
で
も
あ
る
山
岳
博

物
館
等
と
密
に
情
報
交
換
を
行
な
う
な

か
で
意
見
を
総
合
的
に
整
理
し
、
ゆ
く

ゆ
く
は
全
国
山
岳
博
物
館
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
各
館
に
も
役
立
つ
よ
う

な
山
岳
資
料
の
運
営
管
理
の
確
立
を
目

指
す
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
る
。

104号室での会議で、活発な情報交換を行なう

`〕

ざ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。
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(国土交通大臣登録旅行業1167号 )
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な
お
、
旧
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
が
現
在

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
新
築
中
で
あ
り
、
来
年

「松
本
市
　
山
と
自
然
博
物
館
」
と
名
称

を
改
め
、
装
い
も
新
た
に
開
館
す
る
予

定
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
次
回
は

そ
の
視
察
も
兼
ね
、
同
館
に
開
催
地
の

協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
が
も
し

実
現
す
れ
ば
、
信
州
に
お
い
て
、
初
の

地
方
開
催
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
当
日
は
近
藤
隆
治
委
員
の

尽
力
で
、
山
と
漢
谷
社
よ
り
貴
重
な
資

料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
黒
部

市
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り
企
画
展
バ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
、

当
会
図
書
室
の
田
村
氏
よ
り
多
大
な
協
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力
を
受
け
た
。
合
わ
せ
て
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

（中
野
守
久
）

志
津
倉
山
山
行

１０
月
１７
日
８
時
、
二
火
会
志
津
倉
山

山
行
の
１６
人
の
参
加
者
を
乗
せ
た
チ
ャ

ー
タ
ー
バ
ス
は
三
鷹
駅
前
を
出
発
、　
一

路
、
会
津
の
地
を
目
指
し
て
東
北
道
を

北
上
し
た
。
車
中
で
は
福
島
出
身
の
平

野
彰
氏
か
ら
、
会
津
の
歴
史
や
中
央
分

水
嶺
踏
査
の
苦
労
話
を
う
か
が
う
。
途

中
で
地
元
の
江
花
俊
和
氏
と
合
流
し
、

只
見
線
と
並
行
し
た
国
道
を
柳
津
へ
向

か
う
。
柳
津
は
只
見
川
河
畔
の
静
か
な

温
泉
町
だ
。
さ
っ
そ
く
、
江
花
さ
ん
の

案
内
で
古
刹
円
蔵
寺
を
訪
ね
、
次
い
で

当
地
出
身
の
版
画
家
の
斉
藤
清
を
記
念

し
た
美
術
館
、
西
川
町
の
生
活
工
芸
館

を
見
学
し
、
４
時
前
に
今
夜
の
宿
で
あ

る
只
見
川
河
畔
の
宮
下
温
泉
ふ
る
さ
と

荘
に
着
い
た
。
夕
食
は
江
花
さ
ん
を
加

え
た
１７
人
が

一
堂
に
会
し
、
賑
や
か
に

歓
談
の
夜
は
更
け
て
い
っ
た
。

翌
朝
は
宿
を
７
時
に
バ
ス
で
出
発
、

途
中
い
く
つ
か
の
集
落
を
ぬ
う
よ
う
に

高
度
を
上
げ
、

１６
キ

ロ離
れ
た
志
津
倉
山

登
山
口
に
着
い
た
。
江
花
さ
ん
を
先
頭

に
紅
葉
の
大
沢
沿
い
に
ゆ
っ
く
り
歩
き

始
め
た
の
が
８
時
。
や
が
て
最
後
の
水

場
に
到
着
、
巨
大
な

一
枚
ス
ラ
ブ
の
雨

乞
岩
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。
こ
の
あ

た
り
か
ら
、
い
よ
い
よ
ク
サ
リ
場
の
あ

る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
坂
の
急
登
に
と
り
か
か

る
。
途
中
の
屏
風
岩
か
ら
は
日
が
差
し

て

一
層
鮮
や
か
さ
を
増
し
た
紅
葉
の
間

か
ら
伝
説
の
猫
晴
岩
を
対
岸
に
望
む
。

早
月
尾
根
に
似
た
三
本
松
を
経
て
、
江

花
さ
ん
ご
推
薦
の
ブ
ナ
平
の
み
ご
と
な

ブ
ナ
の
巨
樹
の
間
を
ゆ
る
や
か
に
登
り
、

１
２
３
４
際
川
の
志
津
倉
山
の
小
広
い
山

項
に
導
か
れ
た
の
が
１０
時
３５
分
。
残
念

な
が
ら
遠
望
が
き
か
ず
、
名
に
し
負
う

山
頂
か
ら
の
好
展
望
は
お
預
け
。

昼
食
後
、
Ｈ
時
１５
分
に
下
山
に
か
か志津倉山山項にて

る
。
途
中
に
ロ
ー
プ
や
ハ
シ
ゴ
の
あ
る

細
ヒ
ド
を
慎
重
に
下
る
。
糸
滝
を
過
ぎ

ゆ
る
や
か
な
傾
斜
の
ブ
ド
ウ
平
を
た
ど

り
、
江
花
さ
ん
の
キ
ノ
コ
談
義
を
聞
き

な
が
ら
登
山
口
に
戻

っ
た
の
が
１２
時
４５

分
。
ふ
る
さ
と
荘
に
戻

っ
て
汗
を
流
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
変
化
に
と
ん
だ
今

回
の
行
程
を
振
り
返
り
な
が
ら

一
路
帰

京
の
途
に
つ
く
。
午
後
８
時
過
ぎ
に
二

鷹
駅
前
に
着
い
て
解
散
。

ま
さ
に
、
南
会
津
好
日
で
あ
っ
た
。

（松
島
岳
生
）

幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

′ |

1,i,
 ヽ1,′

著 者 書   名

図書受入報告 (2006年 11月 )

ベージ・サイズ  出版元 刊行年 寄贈/購入別

古市進・他 (編)  記憶に残る太郎さん
― 中村太郎氏を偲ぶ学友達のつぶやき 46pp/26cm

大澤雅彦・他 (共編)世界遺産 屋久島一
亜熱帯の自然と生態系       278pp/27cm

廣川健太郎    実戦 !オールラウンドクライミング
ー

バリエーションの世界へ   199pp/26cm

石川 信義    鎮魂のカラコルム                   216pp/20cm

羽賀一蔵     私が出逢った山の妖怪                 118pp/21cm

魚津岳友会 (編) 立山・黒部とともに
一 魚津岳友会創立50周年記念誌    167pp/26cm

「記憶に残る太郎さん」編集部2006

朝倉書店     2006

東京新聞出版局  2006

岩波書店     2006

羽賀一蔵 (私家版) 2006

魚津岳友会    2006

小田薫氏寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

藤本慶光氏寄贈

著者寄贈

発行者寄贈
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１１
月
理
事
会

日
時
　
Ｈ
月
１５
日
　
１８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永

・贄
田
ｏ石
田
・

篠
崎

・
大
蔵

・
野
口

・
斎
藤

・
藤
井

・

渡
邊

・
石
橋

ｏ
古
野
各
理
事
、
山
本

・

竹
中
各
監
事
、
今
村
常
任
評
議
員

【委
任
】
小
倉

・
重
廣
各
常
任
評
議
員

●
議
事
に
先
立
ち
、
平
山
会
長
よ
り
平

成
１８
年
度
も
締
括
り
の
時
期
と
な
っ
た

が
、
懸
案
に
つ
い
て
は
出
来
得
る
限
り

実
現
に
向
け
ご
努
力
を
お
願
い
し
た
い

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
生
部

「バ
ン
バ
リ
・ヒ
マ
ー
ル
遠
征
隊
」
の
加

藤
隊
長
の
成
功
報
告
と
帰
国
挨
拶
が
あ

り
、拍
手
を
持

っ
て
祝
意
を
表
し
た
。

【審
議
事
項
】

１
　
第
８
回

（平
成
１８
年
度
）
秩
父
宮

記
念
山
岳
賞
受
賞
者
に
つ
い
て

去
る
１０
月
１８
日
及
び
Ｈ
月
８
日
に
開

催
さ
れ
た
審
査
委
員
会
に
お
け
る
審
査

結
果
が
、
村
木
潤
次
郎
審
査
委
員
長
よ

り
文
書
を
持

っ
て
提
出
さ
れ
、
第
８
回

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
次
の
会
員
に
贈

る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
受
賞
候
補
の
推
薦
機
能
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ

た
。

●
受
賞
者
‥
山
本
紀
夫
氏

（会
員
番
号

１
３
２
８
５
、
京
都
支
部
所
属
）

●
受
賞
対
象
‥
「
ア
ン
デ
ス
・ヒ
マ
ラ
ヤ

に
お
け
る
高
地
民
族
の
山
岳
人
類
学
的

研
究
」

●
受
賞
理
由
‥
山
本
氏
は
京
都
大
学
農

学
部
を
卒
業
さ
れ
、
現
在
、
国
立
民
俗

学
博
物
館
教
授
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

学
生
時
代
は
探
検
部
に
所
属
さ
れ
、
１

９
６
８
年
ア
ン
デ
ス
学
術
調
査
隊
に
参

加
し
、
ペ
ル
ー

・
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
中
央

ア
ン
デ
ス
の
農
耕
文
化
の
調
査
を
行
な

っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
１
９
７
０
年

に
は
ア
タ
カ
マ
高
地
登
山
隊
に
参
加
し

て
未
踏
峰
の
登
項
も
経
験
さ
れ
て
い
る
。

ア
ン
デ
ス
で
は
山
岳
地
帯
の
ほ
ぼ
全
域

を
踏
査
し
た
上
、
ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
高

地
に
お
い
て
先
住
民
と
２
年
間
に
亘

っ

て
生
活
を
共
に
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど

の
栽
培
植
物
と
農
牧
民
社
会
の
民
俗
学

研
究
に
専
念
、

９０
年
代
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

地
域
と
の
比
較
研
究
に
進
展
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
今
日
ま
で
の
業
績
と
、
将

来
の
発
展
を
期
待
し
、
こ
こ
に
秩
父
宮

記
念
山
岳
賞
を
贈
る
も
の
で
あ
る
。

（授
賞
式
は
、

１２
月
２
日
開
催
の
、

１８
年

度
年
次
晩
餐
会
に
お
い
て
行
な
う
）

２
　
登
山
保
険
検
討
委
員
会
の
委
員
選

任
に
つ
い
て

現
在
扱

っ
て
い
る
登
山
保
険
に
つ
い

て
、
日
本
山
岳
協
会
扱
い
の
山
岳
保
険

等
と
の
連
携
を
視
野
に
検
討
す
る
た
め
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
と
し
て

次
の
会
員
を
選
任
し
た
。

委
員
長
‥
贄
田
常
務
理
事

委
員
‥
篠
崎
理
事
、
黒
川

・
恵
各
会
員

（承
認
）

３
　
年
次
晩
餐
会
に
お
け
る
中
央
分
水

嶺
踏
査
関
連
展
示
の
費
用
支
出
に
つ
い

て
東
海
支
部
お
よ
び
中
央
分
水
嶺
踏
査

委
員
会
よ
り
３０
万
円
の
支
出
要
求
が
あ

っ
た
。
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
特

別
会
計
よ
り
支
出
す
る
こ
と
と
す
る
が
、

節
約
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
　

（承
認
）

４
　
「土
曜
懇
話
会
」
の
創
設
お
よ
び
委

員
会
の
再
編
構
想
に
つ
い
て

ル
ー
ム
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

来
年
１
月
よ
り
土
曜
日
午
後
を
利
用
し

て
、
と
り
あ
え
ず
会
長
お
よ
び
副
会
長

に
よ
る
講
演
と
、
会
員
と
の
懇
談
を
始

め
る
こ
と
と
し
、
日
程
や
講
演
内
容
に

つ
い
て
会
報
に
広
報
す
る
こ
と
と
し
た
。

同
時
に
、
事
業
委
員
会
を
山
行
主
体

の

「事
業
委
員
会
」
と
、
「土
曜
懇
話

会
」
等
を
担
当
す
る
集
会
委
員
会
に
振

り
分
け
る
案
が
示
さ
れ
た
が
、
次
回
以

降
慎
重
に
検
討
を
重
ね
る
こ
と
と
し
た
。

（
一
部
承
認

・
一
部
継
続
）

５

『山
岳
』
記
事
転
載
許
可
願
‥
帥
西

北
社大

正
１４
年
５
月
発
行

『山
岳
』
、
平
野

長
蔵
氏

「尾
瀬
沼
の
四
季
」
（東
和
銀
行

「日
日
好
日
」
へ
の
転
載
）

（承
認

・
有
料
）

６
　
所
蔵
品
出
品
願
‥
横
浜
美
術
館

第
４
回
新
年
会

（明
治
４３
年
１
月
）

寄
せ
書
ほ
か
（「小
島
鳥
水
版
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
ー
山
と
文
学
、
そ
し
て
美
術
」

へ
の
出
品
）
　

　

　

　

（承
認
・有
料
）

７
　
写
真
撮
影

・
放
映
許
可
願
‥
日
本

テ
レ
ビ
放
送
網
Ⅲ

マ
ナ
ス
ル
登
項
関
連
写
真
（「午
後
は

○
○
思
い
ッ
き
リ
テ
レ
ビ
」
「今
日
は
何

の
日
」
コ
ー
ナ
ー
に
て

「今
西
寿
雄
氏
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が
亡
く
な
っ
た
日
」
放
映
）

（承
認

・
有
料
）

８
　
写
真
利
用
願
‥
雲
南
懇
話
会
　
長

岡
正
利

２
０
０
２
年
、
バ
ド
マ
ナ
ブ
関
連
写

真

（日
本
山
岳
会
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
記

事
に
利
用
す
る
も
の
）
　
　
　
（承
認
）

９
　
転
載
許
可
願
‥
登
高
会

会
報
第
２
３
２
号

（１
９
６
４
年
４

月
発
行
）
、古
沢
肇
氏
「岳
人
の
奥
津
城
」

の

一
部

（登
高
会
会
報
へ
の
転
載
）

（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
　
年
次
晩
餐
会
に
つ
い
て

（吉
永
）

約
４
２
０
名
の
出
席
が
予
想
さ
れ
、

準
備
も
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

２
　
カ
ナ
ダ
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年

記
念
式
典
へ
の
出
席
に
つ
い
て
（平
山
）

去
る
１０
月
１４
日
、
バ
ン
フ
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
た
。
４
５
０
名
の
出
席
が
あ

り
、
大
変
な
ご
や
か
な
会
で
あ

っ
た
。

３
　
全
国
自
然
保
護
集
会

（平
林
）

山
陰
支
部
主
管
で
、
去
る
１０
月
２１
日

～
２２
日
、
大
山
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

９４
名
の
出
席
が
あ
り
、
充
実
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
あ

っ
た
。

４
　
学
生
部

「バ
ン
バ
リ

・
ヒ
マ
ー
ル

遠
征
隊
」
帰
国

（吉
永
）

去
る
９
月
２９
日
、
初
登
項
に
成
功
し
、

１０
月
１５
日
全
員
が
帰
国
し
た
。

５
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別

会
計
報
告

（吉
永
）

収
入
　
１
億
３
５
３
万
４
４
６
８
円

支
出
　
８
５
０
９
万
６
２
９
５
円

Ｈ
月
繰
越

１
８
４
３
万
８
１
７
３
円

（繰
越
金
は
、百
年
史
の
発
行
お
よ
び
中

央
分
水
嶺
踏
査
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
充
当
）

６
　
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（吉
永
）

去
る
１０
月
２８
日
、
ル
ー
ム
に
お
い
て

開
催
、

３５
名
が
参
加
し
た
。
遠
方
か
ら

の
参
加
が
多
か
っ
た
。
今
後
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
開
催
を
目
指
し
、
支
部
長
会
議
に

提
案
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

７
　
富
国
生
命

（相
）
か
ら
の
自
然
保

護

（委
）
へ
の
寄
付
受
入
に
つ
い
て

（吉
永
）

自
然
保
護

（委
）
の

「山
の
環
境
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
資
金
と
し
て
３０

万
円
の
寄
付
が
あ
り
、
受
入
れ
た
。

８
　
首
都
圏
の
支
部
化
の
現
状
に
つ
い

て

（平
林
）

首
都
圏
に
お
け
る
支
部
化
を
進
め
て

い
る
と
ア、」
ろ
で
あ
る
が
、
栃
木

ｏ
千
葉

に
そ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
神
奈
川
、

東
京
を
ど
う
す
る
か
、
当
該
地
区
の
会

員
と
検
討
中
で
あ
る
。
栃
木
で
は
、
来

る
１
月
１４
日
、
発
起
人
選
任
の
前
段
階

と
な
る
有
志
懇
談
会
が
開
か
れ
る
予
定
。

９
　
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
５０
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て

（田
邊
）

来
る
１２
月
９
日
よ
り
予
定
ど
お
り
実

施
す
る
。
参
加
者
は
約
９０
名
と
な
る
見

込
み
。
記
念
式
典
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

実
施
。

１０
　
文
部
科
学
省
の
公
益
法
人
改
革

に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て

（吉
永
）

去
る
Ｈ
月
１４
日
、
青
少
年

・
ス
ポ
ー

ツ
局
傘
下
の
公
益
法
人
に
対
す
る
説
明

会
が
実
施
さ
れ
、
今
後
の
監
査
内
容
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。
２
０
０
７

年
後
半
頃
か
ら
動
き
が
出
て
く
る
見
込

み
と
の
由
で
あ
っ
た
。

ｎ
　
中
央
分
水
嶺
踏
査
に
つ
い
て

（石

田
）

若
干
の
未
踏
査
部
分
が
あ
っ
た
が
、去

る
Ｈ
月
４
日
踏
査
完
了
し
、
当
初
計
画

を
完
踏
し
た
。

１２
　
海
外
登
山
計
画
検
討
委
員
会
報

告

（橋
本
）

去
る
１０
月
２３
日
、
委
員
会
を
開
催
し

検
討
。
目
標
と
す
る
山
の
選
定
に
つ
い

て
若
手
委
員
か
ら
の
希
望
も
あ
り
、
出

来
れ
ば
今
年
度
中
に
具
体
案
を
ま
と
め

る
予
定
。

１３
　
１０
月
度
入
会
者
　
１５
名

１

日

２

日

６

日

７

日

８

日

９

日

１０

日
Ｈ
日

１４

日

１５

日

１６

日

１８

日

２０

日

２１

日

２２

日

２４

日日日

28 27

事
業
委
員
会
　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

図
書
委
員
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会

中
央
分
水
嶺
委
員
会

図
書
委
員
会
　
青
年
部
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員

会

学

生
部

休

山
会

山

想
倶
楽
部

学
生
部
　
青
年
部
　
山
の
自
然

学
研
究
会

学
生
部

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
０１
△
ム
　
７

総
務
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
　
■

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
山
水
会
　
つ
く
も
会

科
学
委
員
会
　
青
年
部
　
高
尾

の
森
実
行
委
員
会
　
山
遊
会

指
導
委
員
会

総
務
委
員
会
　
資
料
映
像
委
員
会

百
年
史
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
００
会

麗
山
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会
　
支
部
化
促

進
委
員
会

（首
都
圏
）

学
生
部
　
ゆ
き
わ
り
会

常
務
理
事
会
　
九
五
会
　
プ
モ

E置





■
訂
正
と
お
詫
び

Ｈ
月

（７
３
８
）
号
１０
パ
‐
上
段
８
行
、

「長
島
島
玄
」
は

「藤
島
玄
」
の
誤
り
で

し
た
。

１３
パ
‐
上
段
６
行
、
「参
加
者
７
名
」

は

「男
性
５
名
、
女
性
７
名
」
の
誤
り

で
し
た
。
と
も
に
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

¨
編
集
後
記
¨

●
年
次
晩
餐
会
が
、
初
め
て
東
京
以
外

で
開
催
さ
れ
盛
況
で
し
た
。
詳
細
は
１

月
号
で
報
告
し
ま
す
。

●
マ
ナ
ス
ル
初
登
項
５０
年
の
節
目
の
年

に
、
日
本
山
岳
会
の
有
志
に
よ
る
登
頂

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
カ
ト
マ
ン

ズ
で
は
、

１２
月
に
記
念
式
典
も
開
か
れ
　
‐９

ま
し
た
。
そ
の
様
子
も
１
月
号
で
。
　

　

■

●
月
刊
の
会
報
を
編
集
し
て
い
る
と
、

１
年
の
経
過
が
と
て
も
早
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
年
末
に
は
反
省
し
き
り
で
す
。

来
年
こ
そ
…
…
。
ど
う
ぞ
良
い
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（神
長
幹
雄
）
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2年 目の さ ん け ん が 終 わ つて

山研管理人 内野慎―

上高地には「初めて」がいっぱい、という
シーズン初めの言葉通りの 1年になりました。

その時は残雪の多さとテラスから見える梓川
のきらめき、という2つの「初めて」を紹介
しました。
その後、記録的な大雨という激しい初体験

に見舞われたことも、お知らせしました。そ

ういえば、地鳴りを聞いたのも、土石流の前
と後の両方の姿を目にするのも初めてのこと

でした。
また、水場の復旧作業の時にアナグマに初

対面ということもありました。沢に浸かって

作業していると、水音に消されて周りの音は

よく聞こえません。ふと気づいた時には、も

う3傷ほどの近さで笹をガサガサさせていま
した。鼻をくっつけるようにして地面を嗅ぐ
のに一生懸命で、私の存在には気づいていま
せん。こちらは、猿以外の動物はほとんど見
ることがないのでびっくりです。「何だろう、
こいつは」とカメラを取りに行こうとした時
に、カランカラン。あっ、熊よけの鈴を付け
ていたのを忘れていました。その音にびっく

りして、アナグマは笹藪の中へ。残念、でも

今思えば、ツキノワグマじゃなくて助かりま
した。

春先には珍しい野鳥にも出会いました。野

鳥への興味は、ゴールデンウィークに槍に登

られた方から、槍沢の雪の上で固くなってい

たキビタキのことを聞いたのがきっかけでし

た。しばらくして、さんけんの周辺で実物を

見ました。漆黒の中に黄色、ハッとする鮮や
かな色彩でした。オオルリの青も鮮やかです
ね。目にしたら、その日一日良い気分でいら

雪囲いをしたミニ水力発電小屋に初吹雪

れるほどです。
そんなことがあって、野鳥のことをもっと

詳しく知りたいな、と思ったのですが、その

頃には木々が繁ってしまい、なかなか見られ
なくなりました。来年は、葉が繁る前に野鳥
を探したいと思っています。5月頃、皆さん

もぜひいらして、ご一緒に野鳥を探してみま
せんか……。その頃の上高地はとても静かな

時間が流れます。
さて、水場を仮復旧し、梅雨が明けてから

は去年より大勢の方々で賑わいました。8月

初めのスケッチクラブの皆さんは、娘に絵筆
を握らせてくださいました。もちろん初めて
のことです。手取り足取り教えていただいて、

普段見せない緊張した表情で描いていたのが

とても印象に残っています。また、夏の間は、
お孫さんまで一緒に3世代でいらっしゃる方
も何組かありました。子供同士で一緒に遊ん

でいただき、娘はとても喜んでいました。こ

の時期は、管理人の私たちにとって、最も触
れあいの多い楽しい時期でした。

今年は、東北や九州など遠い地方からお越
しいただいた方が去年より多かったです。地

域もさまざま、活動の領域も多様な皆さまと

お会いできたことを本当に嬉しく思っていま

す。ありがとうございました。また来年、皆
さんとお会いできるのを楽しみにしています。
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